『自由新聞』 と清仏戦争 : ｢国辱｣ 意識と対清認識のゆくえ (二) 完 by 高島 千代 & Chiyo Takashima
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一
『
自
由
新
聞』
と
清
仏
戦
争
｢
国
辱｣
意
識
と
対
清
認
識
の
ゆ
く
え
(
二)
完
高
島
千
代
は
じ
め
に
１
清
国
脅
威
論
の
展
開
(
１)
清
国
の
脅
威
と
軍
備
拡
大
(
２)
清
認
識
の
転
換
と
列
強
の
脅
威
(
３)
清
国
脅
威
論
の
展
開
２
ア
ジ
ア
連
合
論
の
展
開
(
以
下
、
本
号)
(
１)
対
清
認
識
の
動
揺
と
ア
ジ
ア
同
盟
論
(
２)
ア
ジ
ア
同
盟
論
の
動
揺
と
破
綻
(
３)
国
権
拡
張
論
・
日
本
盟
主
論
の
登
場
お
わ
り
に
２ア
ジ
ア
連
合
論
の
展
開
一
八
八
三
年
六
月
か
ら
翌
八
四
年
二
月
に
か
け
て
『
自
由
新
聞』
に
掲
載
さ
れ
た
清
仏
論
に
は
二
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
。
一
つ
は
、
壬
午
事
変
期
に
引
き
続
き
、
国
家
行
動
を
｢
國
辱｣
意
識
と
そ
の
雪
辱
の
姿
勢
の
有
無
に
よ
っ
て
評
価
す
る
姿
勢
が
保
た
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。『
自
由
新
聞』
は
、
清
国
が
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
戦
い
も
辞
さ
ぬ
姿
勢
、｢
國
辱｣
を
知
る
姿
勢
を
示
し
た
場
合
に
は
、
清
国
を
共
感
の
対
象
と
し
つ
つ
も
そ
の
脅
威
を
強
調
し
た
の
で
あ
り
(
清
国
脅
威
論)
、
清
国
が
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
場
合
に
は
清
を
蔑
視
の
対
象
と
し
、
む
し
ろ
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
な
ど
西
欧
列
強
を
清
・
朝
鮮
な
ど
東
ア
ジ
ア
に
対
す
る
脅
威
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
(
列
強
脅
威
論)
。『
自
由
新
聞』
の
清
仏
論
の
基
本
構
造
が
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
八
八
四
年
三
月
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
清
の
後
退
姿
勢
が
決
定
的
に
な
る
と
と
も
に
、
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
と
列
強
脅
威
論
が
再
び
台
頭
す
る
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
実
際
(
１)
、
一
八
八
三
年
末
ソ
ン
タ
イ
陥
落
後
も
清
軍
・
黒
旗
軍
の
抵
抗
は
続
い
た
も
の
の
、
翌
八
四
年
三
月
中
旬
の
バ
ク
ニ
ン
(
北
寧)
会
戦
で
敗
走
し
た
後
、
清
軍
は
タ
イ
グ
ェ
ン
(
太
原)
・
フ
ン
ホ
ァ
(
興
化)
で
も
敗
退
。
こ
こ
に
お
い
て
ハ
ノ
イ
と
雲
南
・
広
東
省
の
間
、
ソ
ン
コ
イ
河
デ
ル
タ
地
帯
が
陥
落
し
、
ハ
ノ
イ
の
仏
軍
に
対
す
る
防
衛
線
は
破
ら
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
北
京
政
府
も
四
月
、
首
席
軍
機
大
臣
・
恭
親
王
ら
を
更
迭
し
て
和
平
方
針
へ
と
転
換
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
な
か
、
一
八
八
四
年
三
月
以
降
の
『
自
由
新
聞』
で
は
、
列
強
脅
威
へ
の
対
応
を
問
題
と
す
る
議
論
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
一
八
八
三
年
段
階
の
『
自
由
新
聞』
の
主
流
が
清
国
脅
威
論
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
六
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
清
仏
論
の
う
ち
、
列
強
脅
威
論
が
み
ら
れ
た
の
は
清
の
消
極
姿
勢
が
批
判
的
に
扱
わ
れ
た
八
・
九
月
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二
段
階
の
み
で
あ
っ
た
。『
自
由
新
聞』
の
関
心
が
清
に
あ
り
続
け
た
こ
と
は
、
対
清
認
識
を
軸
に
清
仏
論
が
展
開
す
る
、
そ
の
論
理
構
造
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
八
八
四
年
三
月
以
降
の
『
自
由
新
聞』
は
、
清
国
脅
威
論
と
い
う
大
前
提
の
も
と
、｢
國
辱｣
を
知
ら
ぬ
清
の
姿
勢
と
列
強
の
脅
威
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
実
は
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、
ア
ジ
ア
同
盟
・
連
合
論
で
あ
る
。
四
月
以
降
、
清
国
脅
威
論
を
維
持
し
つ
つ
も
、
列
強
の
脅
威
に
対
し
て
は
朝
鮮
・
清
ら
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
同
盟
・
連
合
を
視
野
に
入
れ
た
論
調
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
以
降
の
国
権
拡
張
論
・
日
本
盟
主
論
や
一
二
月
の
甲
申
政
変
期
の
日
清
対
決
論
の
際
に
も
、
こ
の
同
盟
・
連
合
論
を
念
頭
に
お
い
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
一
八
八
四
年
三
月
以
降
の
清
仏
論
を
理
解
す
る
に
は
、
清
国
脅
威
論
と
と
も
に
、
列
強
脅
威
論
や
そ
れ
に
基
く
ア
ジ
ア
同
盟
・
連
合
論
の
登
場
、
さ
ら
に
は
同
盟
論
か
ら
日
本
の
国
権
拡
張
・
盟
主
論
へ
の
転
換
の
｢
論
理｣
を
、
そ
の
｢
語
り｣
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
の
『
自
由
新
聞』
が
、
属
国
に
対
す
る
清
国
の
執
着
に
一
部
警
戒
心
を
残
し
つ
つ
も
、
清
国
脅
威
論
か
ら
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
(
２)
。
し
か
し
従
来
の
研
究
は
、
主
に
対
清
認
識
の
変
化
や
国
内
状
況
に
注
目
し
、
一
八
八
四
年
秋
か
ら
甲
申
政
変
期
に
か
け
て
み
ら
れ
る
国
権
拡
張
論
・
対
清
強
硬
論
が
、
こ
う
し
た
清
へ
の
警
戒
・
侮
蔑
意
識
や
、
国
内
急
進
派
自
由
党
員
の
動
向
を
抑
制
す
る
必
要
か
ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
ま
た
文
言
上
み
ら
れ
た
列
強
脅
威
論
・
ア
ジ
ア
同
盟
論
を
、
国
権
拡
張
・
朝
鮮
へ
の
内
政
干
渉
な
ど
を
正
当
化
す
る
た
め
の
形
式
的
な
議
論
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
づ
け
て
き
た
の
で
あ
る
(
３)
。
し
か
し
、
列
強
脅
威
論
や
ア
ジ
ア
同
盟
論
が
登
場
す
る
の
は
清
国
の
敗
退
が
明
確
に
な
る
一
八
八
四
年
四
月
で
あ
り
、
秋
以
降
に
強
硬
論
が
登
場
す
る
以
前
か
ら
み
ら
れ
る
。
ま
た
朝
鮮
へ
の
内
政
干
渉
論
を
実
地
で
い
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三
っ
た
翌
年
の
大
阪
事
件
で
も
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
列
強
脅
威
へ
の
対
抗
策
と
し
て
朝
鮮
・
独
立
党
と
の
協
力
関
係
が
、
た
て
ま
え
で
は
な
く
実
際
に
志
向
さ
れ
て
い
る
(
４)
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
八
八
四
年
三
月
以
降
の
清
仏
論
の
展
開
を
理
解
す
る
に
は
、
清
や
国
内
情
勢
に
対
す
る
認
識
の
変
化
だ
け
で
な
く
、
こ
の
時
期
の
列
強
脅
威
論
や
ア
ジ
ア
同
盟
論
の
位
置
づ
け
を
も
再
検
討
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
一
八
八
四
年
四
月
以
降
、『
自
由
新
聞
(
５)』
紙
上
で
な
ぜ
列
強
脅
威
論
・
ア
ジ
ア
同
盟
論
が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
秋
以
降
の
国
権
拡
張
論
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、『
自
由
新
聞』
の
清
仏
論
に
み
ら
れ
る
｢
語
り｣
と
｢
論
理｣
に
即
し
て
み
て
い
き
た
い
。
(
１)
対
清
認
識
の
動
揺
と
ア
ジ
ア
同
盟
論
前
章
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
自
由
新
聞』
上
で
は
一
八
八
三
年
九
月
末
頃
か
ら
、
軍
事
力
を
た
て
に
仏
に
対
し
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
し
｢
陵
悔｣
を
防
ぐ
に
至
っ
た
清
の
姿
が
、
社
説
か
ら
雑
報
・
外
報
に
至
る
ま
で
み
ら
れ
た
。
し
か
し
一
二
月
下
旬
以
降
は
、
清
仏
関
係
の
報
道
自
体
が
減
少
す
る
。
一
八
八
三
年
末
か
ら
八
四
年
三
月
中
旬
バ
ク
ニ
ン
敗
走
前
ま
で
の
清
に
関
す
る
報
道
は
、
華
々
し
い
宣
戦
も
な
け
れ
ば
和
平
へ
の
道
も
不
明
確
な
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
状
況
の
も
と
、
徐
々
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
清
が
交
渉
で
屈
服
・
譲
歩
し
な
い
、
あ
る
い
は
戦
う
だ
ろ
う
と
の
見
方
は
一
八
八
四
年
三
月
初
ま
で
み
ら
れ
た
(
６)
。
例
え
ば
年
が
明
け
る
と
、
バ
ク
ニ
ン
を
め
ぐ
る
清
仏
両
軍
の
動
き
も
取
沙
汰
さ
れ
る
な
か
(
７)
、
清
仏
対
立
に
関
わ
る
社
説
も
い
く
つ
か
掲
載
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
｢
佛
軍
ノ
一
勝
能
ク
清
廷
ノ
気
焔
ヲ
挫
キ
平
和
ヲ
求
メ
シ
ム
ル｣
こ
と
、
開
戦
に
よ
る
｢
害
ヲ
亜
洲
東
洋
全
局
面
ニ
及｣
さ
ぬ
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
も
、
現
在
の
状
況
か
ら
｢
北
寧
ノ
支
那
兵
ガ
一
戰
ヲ
佛
軍
ニ
試
ミ
ズ
シ
テ
境
上
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四
ニ
退
去
ス
ベ
シ
ト
言
フ
ハ
全
ク
虚
妄
ノ
事
ナ
ル
ベ
シ｣
と
し
て
清
が
戦
う
こ
と
を
確
信
し
、
こ
こ
に
至
る
北
京
政
府
の
姿
勢
を
｢
意
外
ニ
頑
ニ
シ
テ
毫
モ
屈
撓
ノ
色
ナ
カ
リ
シ｣
と
評
し
て
い
た
(
８)
。｢
頑
｣
(
頑
な
で
愚
か)
た
る
が
ゆ
え
に
譲
歩
せ
ぬ
清
政
府
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
の
平
和
が
乱
さ
れ
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
清
が
屈
服
せ
ず
に
戦
う
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
が
、
こ
の
時
に
は
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
(
９)
。
し
か
し
こ
う
し
た
見
方
は
、
三
月
一
二
・
一
三
日
の
バ
ク
ニ
ン
で
の
清
軍
敗
走
後
、
変
化
し
て
い
く
。
と
い
う
の
も
ロ
イ
タ
ー
外
電
な
ど
で
入
っ
て
く
る
情
報
は
、
清
に
と
っ
て
要
衝
の
地
た
る
バ
ク
ニ
ン
が
短
期
間
に
陥
落
し
、
仏
軍
の
被
害
も
僅
少
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
(
)
。
そ
の
後
、
戦
闘
に
対
す
る
清
の
消
極
的
姿
勢
が
伝
え
ら
れ
は
じ
め
、
そ
の
戦
意
に
疑
い
を
示
す
論
評
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
(
)
。
そ
し
て
二
六
日
に
タ
イ
グ
ェ
ン
陥
落
が
伝
え
ら
れ
る
な
か
、
こ
れ
ま
で
の
報
道
を
も
と
に
、
対
清
認
識
を
転
換
し
た
の
が
｢
清
佛
交
渉
事
件｣
(
一
八
八
四
年
三
月
二
七
・
二
八
日)
で
あ
っ
た
。
こ
の
社
説
は
、
ま
ず
バ
ク
ニ
ン
・
タ
イ
グ
ェ
ン
の
戦
闘
に
関
す
る
世
論
動
向
を
紹
介
す
る
。｢
世
人
ハ
其
勝
敗
ノ
意
外
ニ
迅
速
ニ
シ
テ
且
ツ
佛
兵
死
傷
ノ
甚
ダ
少
ナ
キ
ニ
驚
キ
タ
リ
シ
ガ
恰
カ
モ
其
際
ニ
於
テ
清
國
ハ
其
兵
ニ
令
シ
テ
北
寧
ヲ
距
ル

數
十
里
ノ
地
ニ
退
カ
シ
メ
タ
リ
ト
ノ
別
報
ヲ
得
タ
リ
因
テ
往
々
以
謂
ラ
ク
數
万
ノ
清
兵
ニ
シ
テ
果
シ
テ
北
寧
ヲ
守
衛
シ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
佛
軍
如
何
ニ
勇
猛
タ
リ
ト
モ
僅
々
七
十
人
位
ノ
死
傷
ヲ
以
テ
能
ク
之
ヲ
陥
ル
ベ
キ
ノ
理
ナ
シ
去
レ
バ
彼
ノ
別
報
ノ
言
フ
所
ノ
如
ク
清
兵
ハ
北
寧
攻
撃
以
前
ニ
於
テ
他
所
ニ
退
キ
寡
少
ノ
黒
旗
兵
ノ
ミ
残
リ
止
マ
リ
居
タ
ル
ナ
ラ
ン
ト
此
思
考
ハ
殆
ン
ド
一
般
ニ
世
人
ノ
脳
裏
ニ
流
行
シ
遂
ニ
北
寧
ノ
戰
争
ハ
清
佛
兵
ノ
戰
争
ニ
非
ラ
ズ
ト
ノ
一
定
説
ヲ
作
リ
出
セ
ル
情
況
ナ
リ
(
)｣
。
清
軍
が
仏
軍
に
た
い
し
た
打
撃
を
与
え
る
こ
と
な
く
簡
単
に
敗
走
し
た
こ
と
に
対
し
て
(
)
巷
で
は
、
清
軍
が
実
は
既
に
退
却
し
て
お
り
、
現
地
で
戦
っ
た
の
は
黒
旗
兵
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
見
方
ま
で
が
広
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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五
こ
う
し
た
世
論
状
況
に
対
し
て
社
説
子
は
、
清
軍
が
現
地
に
い
な
か
っ
た
と
い
う
説
は
否
定
し
つ
つ
も
、
今
後
の
清
仏
関
係
に
つ
い
て
は
｢
清
國
ガ
今
ヤ
已
ニ
北
寧
太
原
ノ
挫
折
ヲ
受
ケ
最
早
佛
國
ニ
敵
抗
ス
ル
ノ
心
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
斷
定
ス
ル
ヲ
得
ベ
シ｣
と
述
べ
る
(
)
。
と
い
う
の
も
｢
普
通
ノ
境
遇
ヲ
以
テ
之
ヲ
例
セ
バ
清
國
政
府
ハ
其
兵
ノ
佛
軍
ノ
爲
メ
ニ
破
ラ
レ
タ
ル
ヲ
憤
リ
必
ラ
ズ
佛
軍
ニ
向
フ
テ
宣
戰
ス
ベ
キ
ニ
似
タ
リ｣
、
清
国
駐
仏
公
使
・
曽
紀
沢
も
か
つ
て
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
｢
佛
兵
若
シ
山
西
北
寧
ノ
二
處
ヲ
攻
撃
セ
バ
清
國
ハ
之
ヲ
以
テ
宣
戰
ノ
所
爲
ト
看
做
ス
ベ
キ
ナ
リ｣
と
公
言
し
て
い
た
。
し
か
し
実
際
は
ど
う
か
。｢
山
西
ハ
數
月
前
ニ
陥
落
セ
シ
モ
清
國
决
シ
テ
開
戰
ヲ
公
告
セ
ズ
北
寧
亦
十
餘
日
前
ニ
佛
兵
ノ
進
入
ス
ル
所
ト
爲
リ
シ
モ
清
國
决
シ
テ
宣
戰
セ
ズ
加
之
ナ
ラ
バ
今
ヤ
太
原
亦
陥
落
シ
テ
佛
兵
之
ヲ
占
有
ス
ル
ニ
至
リ
シ
モ
清
國
ハ
猶
ホ
黙
シ
テ
宛
カ
モ
之
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ｣
で
あ
る
。
｢
要
ス
ル
ニ
北
京
政
府
ハ
成
ル
ベ
ク
其
國
權
ヲ
安
南
ニ
失
ハ
サ
ラ
ン

ヲ
要
シ
百
方
力
ヲ
尽
シ
テ
佛
國
ノ
所
爲
ヲ
拒
ミ
或
ハ
曾
公
使
ヲ
シ
テ
虚
喝
ノ
言
ヲ
出
サ
シ
メ
或
ハ
竊
カ
ニ
常
備
兵
ヲ
東
京
ニ
發
遣
シ
テ
力
ヲ
黒
旗
兵
ニ
協
セ
シ
メ
或
ハ
軍
器
彈
藥
ヲ
黒
旗
兵
ニ
給
與
シ
タ
リ
ト
雖

其
實
自
ラ
公
然
ト
シ
テ
佛
人
ヲ
兵
馬
ノ
間
ニ
見
ル
勇
力
ア
ル
ニ
非
ズ
彼
ラ
ノ
方
略
ニ
シ
テ
皆
其
功
ヲ
奏
セ
ザ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
遂
ニ
佛
國
ノ
所
爲
ヲ
黙
諾
ス
ル
ヲ
以
テ
趾
辱
ナ
リ
ト
爲
ス
者
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
。
よ
っ
て
｢
吾
輩
ハ
普
通
ノ
境
遇
ヲ
以
テ
决
シ
テ
清
國
ヲ
例
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ヲ
知
レ
リ｣
と
い
う
の
が
、
こ
の
社
説
で
示
さ
れ
た
対
清
認
識
で
あ
る
。
従
来
、
曲
が
り
な
り
に
も
維
持
さ
れ
て
い
た
、
屈
服
せ
ず
に
戦
う
清
、｢
國
辱｣
を
知
る
清
と
い
う
見
方
が
、
バ
ク
ニ
ン
の
戦
闘
を
き
っ
か
け
に
、
｢
虚
喝
ノ
言｣
を
弄
し
て
戦
う
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
結
局
は
｢
佛
國
ニ
敵
抗
ス
ル
ノ
心｣
な
い
清
、｢
自
ラ
公
然
ト
シ
テ
佛
人
ヲ
兵
馬
ノ
間
ニ
見
ル
勇
力｣
な
き
清
へ
と
転
換
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
対
清
認
識
は
、｢
國
辱｣
を
知
る
か
ど
う
か
を
問
う
『
自
由
新
聞』
の
姿
勢
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
他
方
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
も
批
判
的
な
見
方
が
み
ら
れ
た
。
仏
は
北
京
政
府
が
争
っ
て
い
た
土
地
を
全
有
し
た
上
に
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軍
費
を
償
金
と
し
て
請
求
し
よ
う
と
し
て
お
り
｢
清
國
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ハ
魯
政
府
ノ
談
判
(
イ
リ
紛
争
―
引
用
者)
ヨ
リ
モ
甚
ダ
シ｣
い
、
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
と
い
う
巨
額
の
償
金
は
｢
我
國
ガ
臺
灣
事
件
ノ
談
判
ヨ
リ
モ
甚
ダ
大
ナ
リ｣
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
列
強
へ
の
警
戒
感
は
、｢
安
南
事
件
ニ
付
英
國
將
官
意
見｣
(
一
八
八
四
年
三
月
二
九
日)
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
社
説
は
、｢
嗚
呼
清
國
ハ
近
ゴ
ロ
大
ニ
海
陸
ノ
軍
備
ヲ
張
リ
將
ニ
東
洋
ニ
覇
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
テ
我
ガ
國
人
ガ
甚
ダ
畏
ル
ヽ
所
ロ
ナ
リ
然
ニ
其
ノ
泰
西
雄
國
ニ
於
ケ
ル
怯
懦
耻
ナ
キ
コ
ト
乃
チ
如
此
シ
清
國
猶
且
ツ
然
リ
豈
ニ
復
タ
言
フ
ニ
忍
ビ
ン
哉
…
…
(
中
略)
亦
タ
一
昨
年
朝
鮮
京
城
ノ
事
ヲ
慨
セ
ザ
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
也
噫｣
と
慨
嘆
し
、｢
東
洋
ニ
覇
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢｣
で
壬
午
事
変
で
は
日
本
が
遅
れ
を
と
っ
た
清
国
さ
え
も
が
欧
米
に
対
し
て
は
｢
怯
懦
耻
ナ
キ｣
姿
を
示
し
た
こ
と
を
、
日
本
自
身
の
｢
泰
西
雄
國｣
へ
の
危
機
感
と
と
も
に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
バ
ク
ニ
ン
攻
防
の
顛
末
は
、『
自
由
新
聞』
が
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
と
列
強
に
対
す
る
警
戒
感
を
表
明
し
て
い
く
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
欧
米
列
強
の
脅
威
や
、
欧
米
に
対
し
て
｢
辱｣
を
雪
ぐ
こ
と
の
で
き
な
い
清
を
前
に
し
て
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
こ
で
登
場
す
る
の
が
同
盟
・
連
合
論
で
あ
り
、
そ
れ
を
初
め
て
示
し
た
の
が
｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
政
略
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
年
四
月
一
一
・
一
三
・
一
六
・
一
八
・
二
〇
日)
な
の
で
あ
る
。
こ
の
社
説
は
ま
ず
、
朝
鮮
を
事
例
と
し
つ
つ
、｢
國
威｣
回
復
の
手
段
と
し
て
、
派
兵
よ
り
も
｢
同
盟｣
を
提
起
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、｢
國
威
ヲ
振
張
ス
ベ
シ
ト
言
フ
ヤ
荀
モ
自
國
ノ
版
圖
以
外
ナ
ラ
バ
如
何
ナ
ル
邦
國
タ
ル
ヲ
問
ハ
ズ
聊
カ
ニ
テ
モ
交
渉
ノ
端
緒
ア
ル
ノキ
直
チ
ニ
兵
ヲ
出
シ
テ
之
レ
ヲ
征
伐
ス
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
バ
遂
ニ
怨
ヲ
此
等
ノ
邦
國
ニ
結
ン
デ
爲
メ
ニ
百
年
ノ
禍
ヒ
ヲ
醸
シ
或
ハ
一
般
外
邦
ノ
猜
疑
嫌
悪
ス
ル
所
ト
爲｣
る
か
ら
で
あ
る
(
)
。
む
し
ろ
｢
邦
國
ノ
大
志
ア
ル
モ
ノ
ハ
猥
リ
ニ
干
戈
ヲ
他
邦
ニ
弄
セ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
相
共
ニ
利
ス
ル
ノ
邦
國
ト
親
交
同
盟
シ
テ
己
レ
ヲ
シ
テ
力
ヲ
遠
略
ニ
盡
ス
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
セ
リ｣
と
い
う
の
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が
、
そ
の
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢
怨｣
｢
百
年
ノ
禍
ヒ｣
を
も
た
ら
す
派
兵
よ
り
｢
親
交
同
盟｣
こ
そ
が
｢
國
威｣
回
復
の
手
段
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
し
、
正
面
か
ら
｢
同
盟｣
と
い
う
問
題
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
ど
の
国
と
｢
親
交
同
盟｣
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
社
説
は
ま
ず
欧
米
諸
国
に
つ
い
て
考
慮
す
る
。
か
れ
ら
の
う
ち
｢
舊
來
亜
洲
ニ
向
フ
テ
公
正
ナ
ル
交
際
ニ
従
事
ス
ル
合
衆
國｣
や
｢
現
ニ
英
佛
ニ
對
シ
テ
亜
洲
ノ
商
業
ヲ
争
ハ
ン
ト
希
望
ス
ル
日
耳
曼｣
は
可
能
だ
が
、｢
事
ニ
臨
ン
デ
緩
急
相
助
ケ
患
難
相
救
フ
ホ
ド
ノ
利
益
ア
リ
ト
ハ
思
ハ
レ
ズ｣
。
さ
ら
に
｢
他
ノ
歐
洲
邦
國
ニ
シ
テ
亜
洲
ニ
勢
力
ア
ル
者
ノ
如
キ
ハ
概
子
皆
亜
洲
ノ
邦
國
ヲ
害
シ
テ
自
ラ
利
セ
ン
ト
ス
ル
者
ナ
リ｣
。
こ
の
よ
う
に
社
説
子
は
、
同
盟
相
手
と
し
て
ま
ず
欧
米
諸
国
を
考
慮
し
つ
つ
も
、｢
同
盟｣
の
｢
利
益｣
如
何
と
列
強
へ
の
警
戒
心
に
基
き
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
排
除
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
、
最
適
の
同
盟
国
と
さ
れ
る
の
が
朝
鮮
で
あ
る
。｢
我
邦
ハ
朝
鮮
ト
特
別
ニ
親
交
同
盟
ス
ベ
キ
ニ
似
タ
リ｣
。
な
ぜ
か
。
こ
こ
で
は
｢
地
理
上｣
｢
人
種
上｣
、｢
交
際
上｣
の
近
さ
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
列
強
の
動
向
が
強
調
さ
れ
る
。｢
宇
内
ノ
形
勢
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
弱
肉
強
食
優
勝
劣
敗
ノ
事
ハ
日
ト
シ
テ
殆
ン
ド
之
ア
ラ
ザ
ル
ハ
無
キ
ナ
リ
殊
ニ
亜
細
亜
ノ
邦
國
ノ
如
キ
ハ
往
々
歐
洲
強
國
ノ
併
呑
蚕
食
シ
若
ク
ハ
垂
涎
覘
覦
ス
ル
所
ト
爲
リ
彼
ノ
虎
視
眈
々
其
慾
遂
々
タ
ル
者
ハ
已
ニ
我
ガ
東
洋
ニ
近
接
シ
來
レ
リ｣
。
具
体
的
に
は
｢
朝
鮮
海
岸
ノ
一
港｣
(
不
凍
港)
を
得
ん
と
す
る
｢
魯
國｣
の
脅
威
が
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
も
し
｢
朝
鮮
已
ニ
他
國
ノ
有
ト
爲
ル
ノキ
ハ
我
邦
ハ
所
謂
唇
破
レ
テ
齒
寒
シ
ノ
感
ナ
キ

能
ハ
ザ
ル
ベ
シ｣
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
と
の
同
盟
論
は
、
ま
ず
｢
歐
洲
強
國｣
の
脅
威
に
日
本
が
対
処
す
る
た
め
の
方
策
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
、
こ
の
時
期
の
清
仏
対
立
の
情
勢
に
対
応
し
た
議
論
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
次
に
こ
の
社
説
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
清
国
の
脅
威
に
も
注
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
と
朝
鮮
に
関
し
て
は
、
列
強
の
脅
威
よ
り
も
む
し
ろ
清
国
の
脅
威
こ
そ
が
主
要
な
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
清
の
日
本
に
対
す
る
感
情
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
清
は
、｢
今
ニ
至
リ
テ
傲
慢
自
大
ノ
風
ヲ
成
シ
痛
ク
邦
國
ノ
己
レ
ニ
屈
従
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
憎
ム
ヲ
常
ト
ス｣
る
ゆ
え
、｢
近
年
臺
灣
ノ
役
ニ
際
シ
大
ニ
彼
レ
ノ
傲
慢
ヲ
挫
折
シ
テ
東
洋
ニ
…
…
(
中
略)
威
名
ヲ
揚
ゲ
タ
ル｣
｢
我
邦
ヲ
嫌
忌
ス
ル
ノ
思
念
ハ
反
テ
歐
米
邦
國
ニ
於
ル
ヨ
リ
モ
甚
ダ
シ｣
い
。｢
此
ク
ノ
如
キ
ノ
支
那
ヲ
シ
テ
全
權
ヲ
朝
鮮
ニ
弄
セ
シ
ム
レ
バ｣
日
本
は
｢
斯
ル
大
國
ト
境
ヲ
接
ス
ル｣
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
｢
决
シ
テ
我
邦
ノ
利
益
ニ
ハ
非
ザ
ル
ナ
リ｣
。
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
と
清
の
間
に
日
本
の
｢
親
交
同
盟｣
国
・
朝
鮮
が
必
要
と
な
る
。
日
朝
同
盟
論
は
列
強
だ
け
で
な
く
｢
大
國｣
清
の
脅
威
へ
の
対
応
策
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
｢
支
那
ハ
前
時
數
バ
我
邦
ニ
對
シ
テ
朝
鮮
國
ノ
事
ハ
中
国
ノ
關
ス
ル
所
ニ
非
ズ
ト
公
言
シ
タ
ル

モ
ア
リ
ナ
ガ
ラ｣
、
壬
午
事
変
の
際
に
は
朝
鮮
政
府
の
援
兵
請
求
も
な
い
の
に
故
な
く
派
兵
し
、｢
僞
計｣
を
も
っ
て
大
院
君
を
拘
引
し
、｢
其
官
人
ヲ
シ
テ
朝
鮮
政
務
ヲ
監
督
ス
ル｣
な
ど
｢
朝
鮮
ノ
政
務
ニ
干
渉
セ
シ
ム｣
。
こ
れ
を
｢
魯
國｣
の
朝
鮮
に
対
す
る
態
度
や
｢
英
佛
ガ
現
ニ
埃
及
國
ノ
政
務
ニ
關
ス
ル
所
ア
ル
ニ
比
ス
レ
バ
更
ニ
一
層
ノ
甚
ダ
シ
キ
ヲ
加
フ
ル
ガ
如
シ｣
、｢
若
シ
此
有
様
ヲ
以
テ
永
續
ス
ル

有
ラ
ン
ニ
ハ
朝
鮮
ハ
常
ニ
支
那
ノ
奴
隷
タ
ル
ヲ
免
レ
ズ
シ
テ
其
内
外
事
務
ノ
改
良
進
歩
モ
决
シ
テ
意
ノ
如
ク
ナ
ル

能
ハ
ズ｣
。
朝
鮮
に
対
す
る
清
の
姿
勢
を
こ
の
よ
う
に
批
判
し
た
上
で
、
社
説
は
さ
ら
に
た
た
み
か
け
る
。
本
来
な
ら
｢
荀
ク
モ
半
開
化
以
上
ノ
邦
國
ニ
シ
テ
故
ナ
キ
ニ
兵
ヲ
他
國
ニ
發
ス
ル
者
ア
ル
ノ
理
ナ
シ｣
、｢
一
邦
國
ノ
未
ダ
曾
テ
援
兵
ヲ
請
求
セ
ズ
安
寧
保
護
ヲ
委
託
セ
ザ
ル
ニ
他
ノ
邦
國
ヲ
以
テ
強
テ
此
等
ノ
事
ヲ
爲
ス
ハ
最
モ
不
理
不
當
ノ
所
爲｣
で
あ
り
、
こ
れ
は
｢
朝
鮮
ノ
獨
立
國
ニ
シ
テ
支
那
ノ
屬
邦
ニ
非
ザ
ル
｣
を
認
め
た
日
韓
・
清
韓
・
米
韓
の
条
約
(
)
に
も
反
す
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
は
朝
鮮
が
｢
我
邦
ト
至
親
ノ
同
盟
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
勢
ヒ
自
カ
ラ
支
那
國
ノ
爲
メ
ニ
牽
制
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
辨
ヲ
俟
ズ
シ
テ
知
ル
ベ
キ
ナ
リ｣
、｢
朝
鮮
ト
至
親
ノ
同
盟
ヲ
要
ス
ル
我
邦
ニ
於
テ
豈
之
ヲ
沈
黙
坐
視
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ｣
。
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こ
の
よ
う
に
社
説
は
、
日
本
を
｢
嫌
忌｣
す
る
｢
傲
慢
自
大｣
の
清
が
｢
朝
鮮
政
務｣
の
｢
改
良
進
歩｣
に
｢
干
渉｣
せ
ん
と
す
る
現
状
を
脅
威
と
し
、｢
公
言｣
に
反
す
る
行
為
、｢
半
開
化
以
上
ノ
邦
國｣
に
は
み
ら
れ
ぬ
｢
不
理
不
當
ノ
所
爲｣
と
批
判
。
そ
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
日
本
は
朝
鮮
と
の
｢
親
交
同
盟｣
｢
至
親
ノ
同
盟｣
を
求
め
る
も
、
現
状
で
は
そ
れ
自
体
が
清
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
清
の
脅
威
は
、
日
朝
同
盟
の
理
由
で
あ
り
、
阻
害
要
因
で
も
あ
る
の
だ
。
そ
れ
で
は
日
朝
同
盟
を
構
想
す
る
『
自
由
新
聞』
と
し
て
は
、
こ
れ
に
対
す
る
清
の
｢
干
渉｣
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
こ
こ
で
社
説
は
、
朝
鮮
政
略
に
関
す
る
二
つ
の
立
場
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
論
評
し
つ
つ
自
ら
の
立
場
を
開
示
し
て
い
く
。
ま
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
が
「
我
邦
ハ
朝
鮮
ニ
於
テ
一
歩
タ
リ
ト
モ
支
那
國
ノ
爲
メ
ニ
讓
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
と
の
主
張
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
は
｢
我
邦
ガ
朝
鮮
ニ
向
フ
テ
施
ス
政
略
ノ
精
神｣
た
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
｢
我
邦
ハ
必
ズ
支
那
國
ニ
加
フ
ル
數
等
ノ
權
力
ヲ
朝
鮮
ニ
有
セ
ン

ヲ
期
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
(
後
述
の
主
張
か
ら
み
て
、
こ
こ
に
い
う
｢
權
力｣
と
は
、｢
威
權｣
、
政
治
的
支
配
権
・
主
導
権
と
い
う
よ
り
利
権
・
商
権
の
こ
と
だ
ろ
う
(
))
。
し
か
し
も
し
｢
現
今
ノ
有
様
ノ
如
ク
支
那
國
暴
ニ
威
權
ヲ
韓
國
ニ
逞
シ
ウ
ス
ル
ニ
拮
抗
シ
テ
我
邦
モ
亦
暴
ニ
威
權
ヲ
韓
國
ニ
逞
シ
ウ
ス
ル
ハ
策
ノ
最
モ
拙
劣
ナ
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
。
な
ぜ
な
ら
、｢
威
權｣
の
応
酬
は
日
本
と
朝
鮮
、
日
本
と
清
の
関
係
、
ひ
い
て
は
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
朝
鮮
は
｢
支
那
國
ノ
爲
メ
ニ
暴
ニ
威
權
ヲ
逞
シ
ウ
セ
ラ
レ
テ｣
｢
深
ク
其
兇
暴
傲
慢
ナ
ル
ヲ
憤
怨
シ
荀
モ
時
機
ノ
許
ス
ア
ラ
バ
其
ノ
獨
立
ノ
体
面
ヲ
完
ウ
シ
テ
眞
成
ノ
自
主
タ
ル
ヲ
得
ン
ト
冀
望｣
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
｢
我
國
若
シ
威
權
ヲ
支
那
國
ニ
競
フ
ノ
目
的
ヲ
以
テ
支
那
國
ト
同
一
ノ
所
爲
ヲ
朝
鮮
ニ
顕
ス
ノキ
ハ
亦
タ
必
ズ
支
那
國
ト
同
一
ノ
憤
怨
ヲ
韓
國
君
民
ニ
受
ケ
ザ
ル
ヲ
得
ズ｣
。
い
ま
日
本
は
｢
已
ニ
憤
怨
ヲ
韓
國
君
民
ニ
受
ク
レ
バ｣
、｢
安
ン
ゾ
之
レ
ヲ
以
テ
我
至
親
ノ
同
盟
者
ト
爲
ス
ヲ
得
ン
ヤ｣
。
ま
た
、
清
国
政
府
は
｢
常
ニ
我
邦
ヲ
以
テ
朝
鮮
ニ
異
圖
ア
ル
モ
ノ
ト
思
惟
シ
其
猜
疑
ノ
心
ヲ
以
テ
我
邦
ノ
擧
動
ヲ
注
察｣
し
て
お
り
、
壬
午
事
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変
の
時
に
も
｢
其
平
常
ノ
緩
慢
ナ
ル
ニ
似
ズ
迅
速
ニ
兵
艦
ヲ
韓
國
ニ
發
シ｣
て
き
た
。
よ
っ
て
も
し
日
本
が
朝
鮮
に
派
兵
す
れ
ば
清
も
派
兵
す
る
こ
と
に
な
り
｢
互
ヒ
ニ
競
フ
テ
兵
隊
ヲ
韓
城
ニ
遣
發
ス
レ
バ
遂
ニ
殆
ン
ド
際
限
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
、｢
兵
ハ
兵
ト
相
憎
ミ
政
府
ハ
政
府
ト
相
信
ゼ
サ
ル
ニ
於
テ
ハ
日
清
間
ノ
親
交
ハ
數
年
ニ
出
デ
ズ
シ
テ
斷
絶
セ
ザ
ル
ヲ
保
ツ
ベ
キ
歟｣
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
な
か
清
が
朝
鮮
内
政
に
干
渉
す
れ
ば
我
国
も
そ
う
す
る
こ
と
に
な
る
が
｢
我
ガ
東
洋
政
略
上
ニ
於
テ
朝
鮮
ヲ
シ
テ
純
然
タ
ル
獨
立
國
ト
爲
ス

ハ
殊
ニ
甚
ダ
緊
要
ナ
ル
件
ト
ス
然
ル
ニ
一
方
ニ
於
テ
ハ
我
邦
ヲ
以
テ
其
政
務
ニ
關
與
シ
即
チ
實
際
ト
遇
ス
ル
ニ
獨
立
國
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ハ
所
謂
自
家
撞
着
モ
亦
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
以
テ
宇
内
万
國
ヲ
シ
テ
朝
鮮
ノ
獨
立
國
タ
ル
ヲ
認
メ
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
豈
其
レ
得
ベ
ケ
ン
ヤ｣
。
朝
鮮
を
め
ぐ
る
利
権
に
つ
き
清
に
遅
れ
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
が
、｢
獨
立｣
｢
眞
成
ノ
自
主｣
を
｢
冀
望｣
す
る
朝
鮮
が
清
だ
け
で
な
く
日
本
に
も
抱
く
｢
憤
怨｣
の
感
情
、
朝
鮮
を
め
ぐ
る
清
国
の
日
本
に
対
す
る
｢
猜
疑
ノ
心｣
と
朝
鮮
干
渉
の
意
図
が
存
在
す
る
な
か
、
日
本
が
清
に
対
抗
し
て
朝
鮮
に
｢
威
權｣
を
振
る
え
ば
、
結
局
そ
れ
は
際
限
な
き
派
兵
と
干
渉
の
応
酬
と
な
り
、
日
本
の
｢
東
洋
政
略｣
上
最
も
重
要
な
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
も
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
第
二
の
主
張
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
｢
亜
細
亜
東
洋
ノ
同
盟
連
合｣
論
で
あ
る
(
)
。
同
論
者
は
、｢
我
ガ
東
洋
政
略
上
ニ
於
テ
我
國
ハ
韓
國
ト
至
親
ノ
交
情
ヲ
通
ズ
ベ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
常
ニ
清
國
ト
其
友
誼
ヲ
失
ハ
ザ
ル

ヲ
要
ス｣
た
め
、｢
縦
ヒ
清
國
ハ
朝
鮮
ニ
於
テ
如
何
ナ
ル

ヲ
計
畫
ス
ル
ニ
モ
セ
ヨ
我
レ
ハ
毫
モ
之
ニ
關
ス
ル
所
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
き
社
説
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
。｢
東
洋
政
略
上
ニ
於
テ
我
國
ハ
韓
國
ト
至
親
ノ
交
情
ヲ
通
ズ
ベ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
又
清
國
ト
其
友
誼
ヲ
失
ハ
ザ
ル

ヲ
要
ス｣
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
｢
清
國
ガ
朝
鮮
政
務
ニ
干
渉
ス
ル
モ
關
ス
ル
勿
レ
朝
鮮
全
國
ヲ
併
呑
ス
ル
モ
關
ス
ル
勿
レ｣
な
ど
と
い
う
の
は
｢
口
ニ
東
洋
政
略
ヲ
説
テ
心
ニ
東
洋
政
略
ノ
何
タ
ル
カ
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ｣
。｢
抑
モ
吾
人
ノ
所
謂
東
洋
政
略
ト
ハ
我
邦
ヲ
損
シ
テ
東
洋
ヲ
利
ス
ル
ノ
謂
ヒ
ニ
非
ラ
ズ
我
邦
ヲ
利
シ
併
セ
テ
東
洋
ヲ
利
ス
ル
政
略
ヲ
言
フ
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ナ
リ｣
。
具
体
的
に
い
え
ば
｢
朝
鮮
ノ
純
然
タ
ル
獨
立
國
タ
ル
ヲ
得
ル｣
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
｢
實
ニ
我
國
直
接
ノ
利
害
ニ
關
セ
リ｣
、｢
安
ン
ゾ
之
ヲ
以
テ
清
國
ト
其
友
誼
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ト
否
ト
ノ
如
キ
稍
遼
遠
ナ
ル
利
害
ニ
比
較
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ｣
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
社
説
子
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
同
様
、
日
本
の
｢
東
洋
政
略｣
の
第
一
の
課
題
を
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
と
し
、
清
国
に
よ
る
朝
鮮
へ
の
｢
干
渉｣
や
そ
の
｢
併
呑｣
を
拒
否
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
社
説
が
清
国
と
の
｢
友
誼｣
や
｢
亜
細
亜
東
洋
ノ
同
盟
連
合｣
ま
で
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
清
と
の
｢
友
誼｣
の
必
要
に
つ
い
て
は
、
本
社
説
全
体
を
通
じ
て
何
度
か
ふ
れ
て
お
り
(
)
、
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。｢
東
洋
政
略
上
ニ
於
テ
我
邦
ト
支
那
ト
ノ
親
睦
同
盟
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
其
連
合
ノ
力
ヲ
以
テ
歐
洲
諸
強
國
ノ
凌
軋
ヲ
防
ギ
跋
扈
ヲ
制
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ｣
と
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
再
び
列
強
脅
威
論
に
立
っ
て
、
列
強
の
脅
威
に
日
清
の
｢
連
合
ノ
力｣
で
対
抗
す
る
こ
と
が
、｢
東
洋
政
略｣
の
一
選
択
肢
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
き
て
社
説
は
自
ら
の
基
本
的
立
場
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
現
在
｢
我
附
近
ノ
朝
鮮
ニ
於
テ
漸
ク
大
國
ノ
其
威
権
ヲ
擅
マ
ニ
ス
ル
有
リ｣
(
当
然
な
が
ら
｢
大
國｣
に
は
列
強
・
ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
清
も
含
ま
れ
て
い
る)
、
朝
鮮
半
島
が
そ
の
支
配
下
に
陥
れ
ば
｢
我
邦
ノ
危
害
ハ
實
ニ
如
何
ゾ
ヤ｣
。｢
我
邦
ハ
此
切
迫
ノ
危
害
ヲ
避
ケ
テ
復
タ
何
等
ノ
邦
國
ノ
爲
メ
ニ
モ
韓
國
ノ
左
右
セ
ラ
レ
ザ
ル
ヲ
以
テ
我
ガ
東
洋
政
略
ノ
第
一
着
歩
ト
爲
シ
(
)｣
、
ま
た
｢
支
那
其
外
ノ
亜
洲
列
國
ノ
睡
眠
ヲ
覺
破
シ
テ
共
ニ
其
小
故
ノ
私
怨
ヲ
放
擲
シ
連
合
一
致
ノ
力
ヲ
以
テ
數
十
年
間
我
ガ
亜
洋
ニ
暴
權
ヲ
弄
ス
ル
所
ノ
歐
洲
邦
國
ヲ
防
制
ス
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
我
ガ
東
洋
政
略
ノ
第
二
着
歩
ト
爲
サ
ヾ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ｣
。
こ
の
あ
と
｢
第
一
着
歩｣
の
具
体
策
と
し
て
｢
支
那
兵
ヲ
韓
地
ヨ
リ
引
キ
拂
ハ
シ
ム
ル
｣
、｢
不
羈
獨
立
ノ
精
神
ニ
富
メ
ル｣
｢
大
院
君
ノ
幽
囚
ヲ
解
テ
歸
國
セ
シ
ム
ル
｣
｢
支
那
官
吏
ヲ
シ
テ
一
切
韓
廷
ノ
事
務
ニ
關
セ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
｣
の
三
策
が
示
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
の
基
本
的
立
場
を
確
認
す
れ
ば
十
分
だ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
『
自
由
新
聞』
は
、
バ
ク
ニ
ン
陥
落
後
の
｢
東
洋
戦
略｣
と
し
て
、
ま
ず
露
・
清
な
ど
｢
大
國｣
の
脅
威
に
対
し
｢
我
邦
ノ
危
害｣
を
避
け
る
た
め
に
｢
我
附
近
ノ
朝
鮮｣
の
｢
獨
立｣
維
持
を
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
、
壬
午
事
変
期
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
や
、
以
後
の
清
国
脅
威
論
と
基
本
的
に
同
じ
で
(
)
、
何
ら
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
こ
の
議
論
が
日
本
の
国
益
最
優
先
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
も
｢
同
盟
連
合
論｣
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
｢
同
盟｣
が
｢
第
一
着
歩｣
の
日
朝
同
盟
だ
け
で
な
く
、｢
睡
眠
ヲ
覺
破｣
し
｢
其
小
故
ノ
私
怨
ヲ
放
擲｣
す
る
と
い
う
条
件
付
で
は
あ
る
が
、｢
第
二
着
歩｣
と
し
て
の
日
本
と
清
、
さ
ら
に
は
｢
其
外
ノ
亜
洲
列
國｣
と
の
｢
同
盟
連
合｣
に
ま
で
広
げ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
日
朝
同
盟
・
日
清
同
盟
と
も
に
｢
歐
洲
強
國｣
の
脅
威
へ
の
対
抗
策
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
議
論
は
、
従
来
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
・
清
国
脅
威
論
を
バ
ク
ニ
ン
陥
落
後
に
高
ま
っ
た
列
強
の
脅
威
に
も
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
朝
鮮
と
の
同
盟
論
へ
と
再
編
し
た
も
の
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
こ
に
清
や
ア
ジ
ア
諸
国
を
い
れ
て
く
る
こ
と
も
想
定
し
た
主
張
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
国
脅
威
論
と
日
清
同
盟
論
は
矛
盾
す
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
『
自
由
新
聞』
が
、
清
仏
対
立
の
新
情
勢
に
そ
の
対
外
論
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
た
上
で
、
一
八
八
四
年
四
月
段
階
の
ア
ジ
ア
同
盟
論
が
、
こ
れ
ま
で
の
『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
整
理
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
こ
の
同
盟
論
が
、
壬
午
事
変
期
以
降
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
・
清
国
脅
威
論
の
朝
鮮
政
略
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
『
自
由
新
聞』
対
外
論
主
流
の
延
長
上
に
な
さ
れ
た
議
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
同
盟
論
は
決
し
て
唐
突
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
同
盟
論
提
起
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
対
外
強
硬
策
で
な
く
清
や
列
強
の
脅
威
、
特
に
後
者
の
高
ま
り
だ
と
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当
時
の
情
勢
や
論
調
か
ら
み
れ
ば
、
列
強
の
脅
威
が
バ
ク
ニ
ン
後
の
ア
ジ
ア
情
勢
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
自
由
新
聞』
の
ア
ジ
ア
同
盟
論
は
、
国
益
優
先
の
同
盟
で
あ
っ
て
も
、
対
外
強
硬
論
を
正
当
化
す
る
た
め
の
議
論
と
し
て
出
発
し
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
清
仏
情
勢
を
う
け
、
列
強
の
脅
威
へ
の
対
抗
策
と
し
て
従
来
の
対
外
論
を
改
編
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
清
仏
対
立
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
清
国
脅
威
論
や
列
強
脅
威
論
で
は
、
情
勢
が
不
透
明
な
中
、
脅
威
へ
の
対
抗
策
も
具
体
的
に
は
語
ら
れ
ず
、
抽
象
的
な
軍
備
拡
大
論
や
対
清
批
判
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
バ
ク
ニ
ン
後
、
清
の
敗
北
と
仏
の
攻
勢
が
み
え
て
く
る
と
、
列
強
の
脅
威
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
よ
り
具
体
的
な
ア
ジ
ア
政
策
が
必
要
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
列
強
の
脅
威
が
高
ま
れ
ば
、
い
く
ら
軍
備
拡
大
す
る
に
せ
よ
日
本
一
国
で
対
応
で
き
る
余
地
は
狭
ま
り
、
同
盟
・
連
合
と
い
う
選
択
肢
が
出
て
き
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
同
盟
論
は
、
清
国
の
脅
威
と
と
も
に
、
バ
ク
ニ
ン
後
の
列
強
脅
威
に
も
対
応
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
清
と
の
関
係
に
は
矛
盾
を
は
ら
む
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
清
の
姿
は
、｢
邦
國
ノ
己
レ
ニ
屈
従
セ
ザ
ル
モ
ノ
ヲ
憎
ム｣
｢
傲
慢
自
大
ノ
風｣
を
未
だ
に
維
持
し
て
い
る
清
、
朝
鮮
を
｢
屬
邦｣
と
し
て
｢
威
權
ヲ
逞
シ
ウ｣
し
、｢
朝
鮮
政
務｣
に
｢
干
渉｣
し
｢
獨
立｣
｢
眞
成
ノ
自
主｣
、
ひ
い
て
は
｢
改
良
進
歩｣
を
妨
げ
｢
凌
辱｣
を
与
え
る
清
。
よ
っ
て
清
に
従
わ
ず
｢
屬
邦｣
を
脅
か
す
日
本
を
｢
嫌
忌｣
し
、
そ
の
朝
鮮
へ
の
意
図
に
｢
猜
疑
ノ
心｣
を
も
っ
て
朝
鮮
有
事
に
際
し
て
は
敏
速
に
派
兵
し
て
く
る
清
、｢
公
言｣
を
翻
し
朝
鮮
と
の
条
約
も
無
視
す
る
と
い
う
｢
半
開
化
以
上
ノ
邦
國｣
に
は
み
ら
れ
ぬ
｢
不
理
不
當
ノ
所
爲｣
を
断
行
し
、
日
朝
の
同
盟
を
阻
害
す
る
警
戒
す
べ
き
清
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
｢
独
立｣
論
・
清
国
脅
威
論
に
み
ら
れ
た
対
清
認
識
、
す
な
わ
ち
力
を
た
て
に
朝
鮮
の
独
立
に
干
渉
し
日
本
と
の
条
約
も
無
視
す
る
な
ど
、
小
国
に
対
し
て
国
辱
を
与
え
｢
条
理｣
も
ふ
ま
え
ぬ
傲
慢
な
清
、
清
仏
紛
争
が
終
わ
れ
ば
朝
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鮮
に
関
わ
り
こ
れ
ま
で
被
っ
て
き
た
自
ら
の
国
辱
を
晴
ら
す
べ
く
武
力
で
日
本
に
立
ち
向
か
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
清
の
姿
と
類
似
の
も
の
で
あ
る
(
)
。
し
か
し
他
方
で
同
盟
論
は
、
清
国
を
｢
歐
洲
諸
強
國
ノ
凌
軋
ヲ
防
ギ
跋
扈
ヲ
制
セ
ン
ト
ス
ル｣
ア
ジ
ア
連
合
の
一
員
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
日
本
や
朝
鮮
の
脅
威
に
止
ま
ら
な
い
見
方
、
列
強
の
脅
威
に
対
抗
す
る
清
認
識
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、｢
連
合
一
致
ノ
力
ヲ
以
テ
數
十
年
間
我
ガ
亜
洋
ニ
暴
權
ヲ
弄
ス
ル
所
ノ
歐
洲
邦
國
ヲ
防
制
ス
ル｣
た
め
に
共
同
行
動
を
と
る
清
の
姿
で
あ
り
、
列
強
に
対
し
て
｢
辱｣
を
知
る
清
で
あ
る
。
こ
こ
に
対
清
認
識
は
分
裂
す
る
。
し
か
し
後
者
は
、
現
実
の
清
と
い
う
よ
り
将
来
の
清
へ
の
期
待
感
だ
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
現
実
の
清
は
仏
に
対
す
る
｢
辱｣
に
み
ち
た
姿
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
朝
鮮
を
う
か
が
う
警
戒
す
べ
き
清
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
期
待
が
現
実
の
清
の
姿
と
か
け
は
な
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
は
｢
睡
眠
ヲ
覺
破
シ
テ
共
ニ
其
小
故
ノ
私
怨
ヲ
放
擲｣
す
る
と
い
う
条
件
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
ず
清
国
が
自
ら
仏
・
西
欧
に
対
す
る
｢
辱｣
を
知
り
、｢
傲
慢
自
大
ノ
風｣
を
捨
て
て
｢
開
化｣
さ
れ
た
国
と
な
る
こ
と
、
特
に
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
や
｢
改
良
進
歩｣
を
尊
重
し
条
約
や
｢
公
言｣
を
守
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
清
は
朝
鮮
・
日
本
の
脅
威
で
は
な
く
友
好
国
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
｢
私
怨｣
も
水
に
流
せ
る
の
で
あ
り
、｢
支
那
其
外
ノ
亜
洲
列
國｣
と
日
本
の
｢
連
合｣
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
条
件
は
実
現
性
の
低
い
も
の
で
、『
自
由
新
聞』
に
と
っ
て
清
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
同
盟
は
付
随
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、｢
辱｣
を
知
る
清
と
い
う
見
方
は
、
全
く
根
拠
の
な
い
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
北
京
政
府
は
、
バ
ク
ニ
ン
等
の
敗
戦
を
う
け
て
四
月
、
首
席
軍
機
大
臣
・
恭
親
王
ら
を
更
迭
、
光
緒
帝
の
実
父
・
醇
親
王
に
軍
機
処
の
実
権
を
与
え
る
な
ど
人
事
を
一
新
す
る
が
、『
自
由
新
聞』
は
醇
親
王
一
派
を
早
く
か
ら
｢
主
戰
派｣
と
と
ら
え
て
お
り
(
)
、
こ
の
内
閣
改
造
に
よ
っ
て
清
が
攻
勢
に
出
る
と
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
(
)
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
『
自
由
新
聞』
は
、
バ
ク
ニ
ン
以
前
の
清
に
曲
が
り
な
り
に
も
仏
へ
の
抵
抗
姿
勢
や
戦
意
を
み
て
、
共
感
を
示
し
て
い
た
。
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五
こ
う
し
た
北
京
政
府
の
動
向
や
、
清
国
脅
威
論
に
も
み
ら
れ
た
、
西
欧
列
強
に
対
す
る
｢
國
辱｣
を
知
る
対
清
認
識
こ
そ
が
、
こ
の
段
階
の
清
に
対
す
る
条
件
付
の
期
待
、
ひ
い
て
は
同
盟
論
自
体
を
曲
が
り
な
り
に
も
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
同
盟
論
段
階
の
対
清
認
識
は
、
基
本
的
に
清
国
を
脅
威
と
み
な
す
従
来
の
中
心
的
な
対
清
認
識
の
延
長
上
に
あ
っ
た
が
、
当
時
の
清
の
動
向
や
、
清
国
脅
威
論
段
階
で
み
ら
れ
た
清
へ
の
共
感
を
条
件
付
の
期
待
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
清
国
だ
け
で
な
く
列
強
の
脅
威
に
も
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
盟
論
は
清
へ
の
期
待
を
仲
介
に
、
清
国
脅
威
論
と
列
強
脅
威
論
を
統
合
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、｢
國
辱｣
を
知
る
か
ど
う
か
で
国
家
を
評
価
す
る
姿
勢
も
維
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
同
盟
論
に
お
け
る
列
強
認
識
や
朝
鮮
認
識
も
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
見
方
を
踏
襲
し
て
い
た
。
例
え
ば
列
強
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
国
を
除
け
ば
虎
視
眈
々
と
新
た
な
ア
ジ
ア
侵
出
・｢
凌
軋｣
を
ね
ら
い
、
小
国
・
日
本
に
脅
威
を
与
え
る
国
々
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
仏
の
対
清
攻
勢
に
よ
り
そ
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
従
来
と
大
差
な
い
。
ま
た
朝
鮮
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
｢
独
立｣
論
と
同
様
、
一
方
で
は
朝
鮮
に
清
の
干
渉
・｢
凌
辱｣
を
は
ね
か
え
す
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
朝
鮮
を
貧
弱
で
清
に
よ
る
｢
辱｣
を
雪
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
国
、
大
陸
に
対
す
る
日
本
の
楯
と
し
て
利
用
し
て
も
よ
い
存
在
と
み
な
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
朝
鮮
は
｢
獨
立
ノ
体
面
ヲ
完
ウ
シ
テ
眞
成
ノ
自
主
タ
ル
ヲ
得
ン
ト
冀
望｣
し
て
い
る
た
め
清
、
ま
た
日
本
に
も
｢
憤
怨｣
を
懐
い
て
い
る
と
し
、
朝
鮮
国
王
の
父
で
壬
午
事
変
の
際
に
清
国
に
連
れ
去
ら
れ
た
大
院
君
に
つ
い
て
も
｢
一
個
ノ
老
豪
傑
ニ
シ
テ
其
不
羈
獨
立
ノ
精
神
ニ
富
メ
ル｣
人
物
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。｢
不
羈
獨
立
ノ
精
神｣
を
も
つ
政
治
家
を
欠
き
｢
優
游
不
斷｣
で
清
の
｢
凌
辱｣
を
雪
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
朝
鮮
も
、
大
院
君
の
帰
還
に
よ
っ
て
将
来
｢
不
羈
獨
立
ノ
精
神｣
の
｢
欠
質
ヲ
充
タ
シ
得
ル｣
。
よ
っ
て
日
本
が
周
旋
し
て
大
院
君
を
帰
国
さ
せ
、｢
果
斷
ニ
シ
テ
且
ツ
不
羈
獨
立
ノ
精
神
ニ
富
メ
ル
大
院
君
ニ
シ
テ
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我
邦
ト
至
親
ノ
交
誼
ヲ
有
ス
ル｣
こ
と
が
で
き
れ
ば
、｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
我
邦
ノ
政
略
ハ
豈
其
ノ
遂
ゲ
難
キ
ヲ
憂
ヘ
ン
ヤ｣
と
い
う
の
で
あ
る
(
)
。
し
か
し
他
方
で
は
、｢
若
シ
兩
國
(
清
と
朝
鮮
―
引
用
者)
ノ
強
弱
ヲ
シ
テ
略
同
等
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
其
不
理
不
當
ノ
所
爲
ヲ
蒙
ル
者
安
ン
ゾ
自
ラ
甘
ン
ジ
テ
此
凌
辱
ヲ
受
ク
ベ
ケ
ン
ヤ
今
朝
鮮
ハ
支
那
ニ
比
シ
テ
甚
ダ
小
ニ
シ
テ
且
ツ
甚
ダ
弱
シ
故
ニ
彼
レ
ノ
如
キ
凌
辱
ノ
所
爲
ニ
逢
フ
モ
亦
奈
何
ト
モ
ス
ル

能
ハ
ズ
抑
モ
亦
愍
ム
ベ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
(
)｣
と
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
だ
け
は
維
持
し
、
列
強
や
清
の
脅
威
に
対
す
る
防
壁
と
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
、｢
果
斷
ニ
シ
テ
且
ツ
不
羈
獨
立
ノ
精
神｣
に
富
み
、
朝
鮮
に
お
け
る
そ
の
｢
欠
質
ヲ
充
タ
シ
得
ル｣
大
院
君
と
の
｢
至
親
ノ
交
誼｣
が
、
日
朝
同
盟
を
実
現
さ
せ
る
条
件
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
清
と
同
様
、
朝
鮮
に
つ
い
て
も
、
列
強
に
対
す
る
同
盟
論
を
説
く
限
り
は
そ
の
条
件
を
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
｢
不
羈
獨
立
ノ
精
神｣
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
か
ら
加
え
ら
れ
た
｢
凌
辱｣
を
雪
ぐ
べ
く
行
動
し
得
る
か
否
か
で
国
家
を
測
ろ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
こ
う
し
た
評
価
基
準
は
先
の
対
清
認
識
に
も
み
ら
れ
た
が
、
朝
鮮
認
識
に
お
い
て
も
、
国
辱
論
が
維
持
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
同
盟
関
係
を
結
ぶ
一
条
件
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
一
八
八
四
年
四
月
段
階
の
『
自
由
新
聞』
対
外
論
は
ア
ジ
ア
同
盟
・
連
合
論
へ
と
転
換
し
た
。
こ
こ
で
は
、
従
来
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
・
清
国
脅
威
論
と
同
様
、
大
陸
に
対
す
る
日
本
の
防
壁
と
し
て
の
朝
鮮
の
｢
獨
立｣
確
保
が
大
目
的
と
さ
れ
る
が
、
バ
ク
ニ
ン
後
の
列
強
の
脅
威
へ
の
対
応
も
必
要
と
な
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
ま
ず
は
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
清
、
ア
ジ
ア
諸
国
全
体
を
も
視
野
に
入
れ
た
同
盟
・
連
合
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
同
盟
論
に
応
じ
て
対
清
認
識
も
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
傲
慢
・
未
｢
開
化｣
で
｢
凌
辱｣
を
与
え
ん
と
す
る
脅
威
と
し
て
の
清
に
止
ま
ら
ず
、
列
強
に
対
す
る
雪
辱
や
、｢
覺
破｣
・
｢
開
化｣
の
条
件
を
満
た
し
同
盟
の
担
い
手
た
り
得
る
清
認
識
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
現
実
の
清
、
す
な
わ
ち
｢
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化｣
に
目
覚
め
ず
朝
鮮
・
日
本
の
脅
威
と
な
る
清
、
仏
に
対
し
雪
｢
辱｣
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
清
と
は
異
な
る
、
将
来
の
清
へ
の
期
待
だ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
『
自
由
新
聞』
は
、
清
国
の
脅
威
だ
け
で
な
く
バ
ク
ニ
ン
後
の
列
強
の
脅
威
に
対
応
し
得
る
｢
東
洋
政
略｣
、
ア
ジ
ア
提
携
論
を
提
起
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
提
携
相
手
に
朝
鮮
へ
の
脅
威
・
清
国
を
含
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
仏
と
の
対
立
実
績
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
将
来
像
に
期
待
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
清
と
の
同
盟
論
は
、
現
実
の
清
と
の
矛
盾
を
将
来
の
期
待
に
よ
っ
て
埋
め
る
と
い
う
点
で
困
難
な
議
論
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
朝
鮮
と
の
同
盟
に
附
随
す
る
一
つ
の
可
能
性
・
選
択
肢
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
時
期
に
は
、
国
家
を
評
価
す
る
(
同
盟
相
手
と
認
め
る)
基
準
と
し
て
、
国
辱
意
識
だ
け
で
な
く
｢
改
良
進
歩｣
や
｢
覺
破｣
・｢
開
化｣
が
語
ら
れ
は
じ
め
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
同
盟
・
連
合
相
手
に
対
し
て
、｢
開
化｣
に
目
覚
め
る
こ
と
を
求
め
る
語
り
は
、
列
強
の
脅
威
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
り
、
そ
の
対
抗
手
段
と
し
て
ア
ジ
ア
同
盟
論
が
主
張
さ
れ
る
な
か
で
、
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
(
)
。
(
２)
ア
ジ
ア
同
盟
論
の
動
揺
と
破
綻
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア
同
盟
論
だ
っ
た
が
、
結
局
、
そ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
清
は
、
列
強
に
対
す
る
｢
辱｣
を
知
り
、｢
開
化｣
に
目
覚
め
る
姿
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
同
盟
論
は
早
く
も
動
揺
し
て
い
く
。
四
月
末
に
は
フ
ン
ホ
ァ
な
ど
に
お
け
る
仏
の
攻
勢
が
伝
え
ら
れ
る
な
か
(
)
、｢
清
廷
ハ
縦
令
ヒ
其
ノ
此
度
ノ
改
革
ニ
於
テ
眞
ニ
主
戰
ノ
議
ヲ
定
メ
タ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
東
京
ノ
事
ニ
於
テ
ハ
時
已
ニ
晩
レ
テ
其
ノ
折
角
ノ
主
戰
政
略
モ
試
ル
ニ
由
シ
無
ル
可
シ｣
と
の
判
断
が
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八
表
明
さ
れ
る
(
)
。
人
事
を
一
新
し
た
先
の
｢
大
改
革｣
が
手
遅
れ
だ
と
す
れ
ば
清
に
対
す
る
期
待
感
も
動
揺
し
、
バ
ク
ニ
ン
直
後
の
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
に
凌
駕
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
こ
の
時
期
に
は
専
ら
、
自
ら
の
実
力
を
悟
る
こ
と
な
く
、
虚
言
を
弄
し
て
戦
う
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
も
結
局
は
仏
に
抵
抗
で
き
ず
｢
一
大
黔
驢
タ
ル
ノ
實
ヲ
見
ハ
ス｣
清
の
姿
が
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
失
望
感
と
と
も
に
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
)
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
清
へ
の
失
望
を
一
気
に
高
め
た
の
が
、
五
月
一
一
日
天
津
で
締
結
さ
れ
た
李
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
だ
っ
た
。
こ
の
協
定
で
清
は
、
ト
ン
キ
ン
か
ら
の
撤
退
、
前
年
の
フ
エ
条
約
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
争
っ
て
き
た
仏
の
ベ
ト
ナ
ム
保
護
権
を
承
認
し
た
ば
か
り
か
、
賠
償
金
放
棄
と
ひ
き
か
え
に
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
境
地
帯
に
お
け
る
貿
易
の
自
由
を
仏
に
認
め
た
か
ら
で
あ
る
(
)
。
当
初
は
和
議
の
真
偽
を
疑
っ
て
い
た
『
自
由
新
聞』
も
(
)
、
確
報
を
得
る
や
(
)
、
清
批
判
一
色
に
な
る
。
例
え
ば
、
清
廷
が
こ
の
協
定
を
締
結
し
た
理
由
は
｢
佛
國
軍
艦
ノ
追
々
其
ノ
南
部
ノ
海
岸
ヨ
リ
シ
テ
北
部
ノ
海
岸
ヘ
進
ム
ヲ
見
テ
忽
チ
固
有
ノ
臆
病
風
ヲ
發
シ｣
｢
周
章
狼
狽｣
し
た
か
ら
で
、
そ
も
そ
も
ソ
ン
タ
イ
・
バ
ク
ニ
ン
陥
落
の
頃
か
ら
｢
佛
人
ガ
意
ヲ
决
シ
テ
東
京
ヲ
攻
取
リ
ス
ル
ニ
及
ン
デ
ハ
清
人
ノ
氣
ハ
佛
將
ガ
兵
ヲ
進
メ
テ
一
城
ヲ
陥
ル
ゴ
ト
ニ
益
ス
奪
ハ
レ
山
西
已
ニ
陥
リ
北
寧
継
デ
失
ヘ

寂
然
ト
シ
テ
復
タ
一
聲
ヲ
モ
發
セ｣
ぬ
状
態
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
協
定
に
つ
い
て
は
｢
啻
ニ
中
外
人
ノ
意
外
ニ
出
デ
タ
ル
而
巳
ナ
ラ
ズ
其
ノ
屈
従
ノ
甚
シ
キ
實
ニ
人
ヲ
シ
テ
清
廷
君
臣
ノ
倉
皇
狼
狽
ノ
状
ヲ
想
見
シ
ム
ル
ニ
足
ル
者
ア
リ
テ
哀
レ
ト
云
フ
モ
愚
ナ
リ｣
と
評
す
る
と
と
も
に
、
雲
南
地
方
か
ら
海
へ
出
る
要
衝
・
ト
ン
キ
ン
に
つ
い
て
、
若
し
清
が
｢
誠
ニ
此
ヲ
以
テ
戰
ヒ
死
ヲ
以
テ
辱
ニ
易
ヘ
タ
ラ
バ
亦
タ
中
外
ノ
人
ヲ
シ
テ
其
眞
ニ
大
國
タ
ル

ヲ
敬
ス
ル
ノ
心
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
ニ
足
リ
タ
ル
者
ア
リ
タ
ル
可
シ｣
と
惜
し
む
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
、
期
待
が
裏
切
ら
れ
た
失
望
感
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
。
清
の
｢
聲
氣
ノ
壮
ナ
ル
コ
ト
天
晴
レ
一
時
ハ
中
外
ノ
耳
目
ヲ
聳
ヤ
サ
シ
メ
タ
ル
程
ナ
リ
キ｣
に
、
結
局
｢
其
ノ
聲
氣
ノ
壮
ナ
リ
シ

ハ
竟
ニ
廻
状
ト
談
話
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九
ト
ノ
間
ニ
止｣
っ
た
。
清
が
｢
箇
程
迄
ニ
屈
従
惟
レ
甘
ン
ズ
ル
者
ナ
ラ
バ
責
メ
テ
ハ
昨
年
十
月
頃
ニ
徒
ニ
其
ノ
矜
誇
虚
喝
ヲ
事
ト
セ
ズ
ニ
穏
カ
ニ
佛
人
ト
安
南
處
分
ヲ
議
シ
タ
ラ
バ
尚
今
日
ノ
甚
ニ
至
ル

ヲ
バ
免
レ
得
タ
ラ
ン
モ
哀
イ
哉
其
ノ
虚
喝
矜
誇
ヲ
用
ル

十
二
分
ニ
過
ギ
全
ク
佛
人
ノ
爲
メ
ニ
看
透
カ
サ
ル
ヽ
所
ロ
ト
ナ
リ
テ
竟
ニ
今
日
ノ
屈
従
ヲ
招
ク
ニ
至
リ
タ
ル
(
)｣
。
ま
さ
に
清
は
、｢
無
耻
ノ
辱
ヲ
甘
ン
ジ
テ
屬
邦
ヲ
棄
テ
土
地
ヲ
割
キ
テ
ナ
リ

荀
モ
和
ヲ
買
ヒ
以
テ
戰
ヲ
免
ル
ヽ

ヲ
サ
ヘ
得
バ
乃
チ
幸
ナ
リ
ト
心
折
レ
氣
奪
ハ
レ
タ｣
の
で
あ
り
、｢
清
人
ノ
愚
弱
ハ
誠
ニ
哀
ム
可
キ
ナ
リ｣
と
。
そ
し
て
議
論
は
、
協
定
が
ア
ジ
ア
に
も
た
ら
す
悪
影
響
に
も
及
ぶ
。
こ
の
協
定
は
｢
實
ニ
清
人
ガ
自
カ
ラ
愈
々
其
ノ
愚
弱
ニ
シ
テ
且
ツ
無
耻
ナ
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
各
国
ノ
前
ニ
披
露
シ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
縦
令
ヒ
其
ノ
此
ニ
因
テ
一
日
ノ
安
キ
ヲ
バ
得
ル

各
雄
國
ガ
之
ヲ
覬
覦
ス
ル
ノ
念
ハ
因
テ
益
々
長
ジ
露
西
亜
、
日
耳
曼
及
ビ
英
吉
利
抔
ガ
南
ニ
摶
テ
北
ニ
攫
ン
デ
漸
ク
之
ヲ
分
取
ス
ル
ノ
計
ヲ
爲
ス
ニ
至
ル
モ
亦
タ
其
ノ
必
無
ヲ
保
シ
易
カ
ラ
ザ
ル
可
シ｣
。
よ
っ
て
｢
是
等
雄
國
ヲ
シ
テ
益
々
斯
ル
輕
侮
ノ
心
、
覬
覦
ノ
念
ヲ
清
國
ニ
生
ゼ
シ
ム
ル
ハ
東
洋
一
體
ノ
利
害
ニ
於
テ
其
患
小
ナ
ラ
ザ
ル
可
ク
吾
人
ハ
獨
リ
清
國
ノ
爲
メ
ニ
慨
然
タ
ル
而
巳
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
と
い
う
の
で
あ
る
(
)
。
こ
こ
で
失
望
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、
戦
意
を
示
し
な
が
ら
も
結
局
気
力
が
な
く
戦
え
な
い
｢
哀
レ｣
で
｢
愚
弱｣
な
清
、
結
局
は
譲
歩
す
る
の
に
｢
虚
喝｣
を
弄
し
て
自
ら
を
｢
矜
誇｣
す
る
傲
慢
な
清
、
公
言
を
翻
す
も
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
｢
無
耻｣
な
清
、
以
上
の
行
為
に
よ
っ
て
期
待
を
裏
切
っ
た
清
の
姿
ま
さ
に
バ
ク
ニ
ン
後
の
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
清
の
姿
が
ア
ジ
ア
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
フ
ル
ニ
エ
協
定
後
の
清
は
、
列
強
に
対
す
る
｢
辱｣
を
知
り
自
己
の
傲
慢
を
自
覚
し
て
｢
開
化｣
に
目
覚
め
る
姿
と
は
ほ
ど
遠
い
、
軽
蔑
す
べ
き
清
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
｢
愚
弱
ニ
シ
テ
且
ツ
無
耻｣
な
姿
に
対
す
る
列
強
の
｢
輕
侮
ノ
心｣
｢
覬
覦
ノ
念｣
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
全
体
を
列
強
の
脅
威
に
さ
ら
す
可
能
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
列
強
の
清
や
ア
ジ
ア
に
対
す
る
野
心
｢
覬
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〇
覦
ノ
念｣
を
脅
威
と
す
る
も
の
の
(
)
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
原
因
は
む
し
ろ
、｢
辱｣
を
知
ら
ず
自
ら
の
｢
開
化｣
に
努
力
す
る
こ
と
も
な
い
清
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
清
に
対
す
る
失
望
感
や
侮
蔑
・
批
判
意
識
は
、
も
と
も
と
実
現
困
難
だ
っ
た
ア
ジ
ア
同
盟
論
を
不
可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
。
結
局
、
同
盟
論
は
｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
政
略
ヲ
論
ズ｣
以
降
語
ら
れ
ず
、｢
清
国
鐡
道
ヲ
布
設
セ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
四
年
七
月
二
・
三
日)
が
同
盟
論
を
前
提
と
し
た
議
論
を
示
す
に
止
ま
る
(
)
。
そ
し
て
八
月
に
な
る
と
、『
自
由
新
聞』
は
清
と
の
同
盟
を
否
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
六
月
の
ラ
ン
ソ
ン
事
件
か
ら
八
月
の
清
仏
開
戦
に
至
る
過
程
で
あ
る
。
こ
と
の
発
端
は
、
李
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
で
定
め
た
清
軍
の
ト
ン
キ
ン
撤
退
と
仏
軍
の
進
駐
が
、
清
・
仏
内
部
あ
る
い
は
清
仏
間
の
行
き
違
い
で
混
乱
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
両
軍
は
六
月
二
三
日
、
ラ
ン
ソ
ン
(
諒
山
・
朗
松)
の
近
村
バ
ク
リ
(
北
黎
・
北
隷)
で
再
度
衝
突
す
る
。
こ
の
ラ
ン
ソ
ン
事
件
は
、
仏
側
に
償
金
要
求
を
発
生
さ
せ
る
と
と
も
に
清
・
仏
双
方
の
協
定
解
釈
の
齟
齬
を
露
呈
さ
せ
、
交
渉
は
難
航
。
こ
う
し
た
な
か
七
月
中
旬
か
ら
福
建
省
の
省
都
・
福
州
に
侵
入
し
て
い
た
仏
艦
隊
は
八
月
五
・
六
日
、
台
湾
・
基
隆
の
砲
台
を
威
嚇
攻
撃
し
、
二
三
日
に
は
福
州
・
馬
尾
軍
港
内
の
清
軍
艦
隊
を
撃
沈
さ
せ
る
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
て
清
政
府
も
二
六
日
、
国
内
に
宣
戦
布
告
の
上
諭
を
発
し
て
再
び
ベ
ト
ナ
ム
領
内
に
進
攻
。
清
仏
対
立
は
武
力
決
着
の
段
階
へ
進
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
泥
沼
化
し
て
い
く
清
仏
関
係
に
対
し
て
『
自
由
新
聞』
は
、
ラ
ン
ソ
ン
事
件
後
の
フ
ラ
ン
ス
側
の
償
金
要
求
が
過
大
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
の
責
任
は
協
定
の
撤
兵
期
限
を
守
ら
な
か
っ
た
清
に
あ
る
と
し
、｢
清
國
再
ビ
國
辱
ヲ
招
ク｣
と
評
し
た
(
)
。
そ
の
上
で
基
隆
・
馬
江
の
開
戦
後
に
は
、
清
と
の
同
盟
不
能
を
宣
言
す
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
｢
曷
爲
レ
ゾ
其
レ
佛
國
ヲ
咎
ム
ル
ヤ｣
(
一
八
八
四
年
八
月
二
八
―
三
〇
日)
で
あ
る
。
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一
こ
の
社
説
は
、
ま
ず
確
た
る
証
拠
も
な
く
｢
朗
松
事
件
ノ
先
發
者
ヲ
佛
人
ナ
リ｣
と
す
る
主
張
(
)
を
｢
強
ヲ
憎
ン
デ
弱
ヲ
憐
レ
ム｣
｢
人
情｣
に
基
き
｢
佛
國
ヲ
曲
ト
シ
憎
ミ
清
國
ヲ
直
ト
シ
憐
レ
ム｣
議
論
と
批
判
し
た
上
で
、｢
安
南
事
件｣
に
つ
い
て
も
｢
清
國
ノ
所
爲
ハ
徹
頭
徹
尾
之
レ
ヲ
穏
當
ナ
リ
ト
言
フ
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ｣
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、｢
曽
テ
佛
人
ノ
足
ヲ
安
南
ニ
容
ル
ヽ
ヤ
固
ヨ
リ
清
國
政
府
ノ
許
可
ヲ
請
フ
テ
之
レ
ヲ
爲
シ
タ
ル
ニ
非
ズ｣
、
そ
れ
は
｢
恰
カ
モ
我
邦
ガ
江
華
灣
暴
挙
ノ
際
ニ
於
テ
朝
鮮
國
主
權
ノ
朝
鮮
王
ニ
在
リ
テ
清
帝
ニ
在
ラ
ザ
ル
ヲ
認
メ
タ
ル
ガ
如
キ｣
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
｢
當
時
安
南
王
ガ
純
然
タ
ル
獨
立
國
ノ
資
格
ヲ
以
テ
親
和
條
約
ヲ
佛
國
ニ
結
ビ
タ
ル
ハ
亦
彼
ノ
韓
王
ガ
我
邦
ニ
對
シ
テ
平
等
國
權
ノ
條
約
ヲ
訂
シ
タ
ル
ニ
均
シ
ク
而
シ
テ
清
國
ガ
毫
モ
其
佛
安
條
約
ヲ
妨
ゲ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
見
テ
以
テ
兩
國
ガ
檀
マ
ニ
各
自
ノ
國
權
ニ
拠
テ
交
訂
シ
タ
ル
ノ
條
約
ニ
シ
テ
我
レ
ニ
於
テ
元
ト
痛
痒
ナ
シ
ト
ス
ル
ノ
情
況
ヲ
露
ハ
シ
タ
ル
ハ
其
ノ
曽
テ
江
華
ノ
日
韓
條
約
ヲ
傍
観
シ
テ
関
セ
ザ
リ
シ
ト
一
般
相
似
タ
リ｣
。
こ
う
し
て
仏
と
独
立
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
条
約
を
黙
認
し
て
お
き
な
が
ら
清
国
が
｢
今
日
ニ
至
リ
俄
カ
ニ
佛
國
ニ
對
シ
テ
其
安
南
ニ
宗
國
タ
ル
ノ
權
利
ヲ
主
張
セ
ン
ト
ス
佛
國
ノ
之
レ
ヲ
肯
ン
ゼ
ザ
ル
ハ
固
ヨ
リ
理
ノ
當
然
ナ
リ｣
。
こ
れ
は
日
朝
関
係
に
つ
い
て
も
同
じ
で
、｢
嚮
ニ
日
韓
對
等
條
約
ニ
關
シ
テ
毫
モ
其
嘴
ヲ
容
ル
ヽ
所
ナ
ク
即
チ
朝
鮮
ノ
獨
立
國
タ
ル
ヲ
公
認
シ
ナ
ガ
ラ
今
ニ
至
リ
テ
此
ノ
反
覆
ノ
言
ヲ
出
ス
ハ
何
事
ゾ｣
、｢
堂
々
タ
ル
獨
立
ノ
日
本
ニ
シ
テ
豈
此
ノ
輕
侮
凌
辱
ヲ
容
レ
ン
ヤ
ト
言
ッ
テ
我
邦
ノ
輿
論
ハ
必
ズ
痛
ク
清
國
ヲ
責
ム
ベ
キ
ナ
リ｣
。
こ
の
よ
う
に
社
説
は
朝
鮮
問
題
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
宗
主
権
を
た
て
に
ベ
ト
ナ
ム
の
条
約
関
係
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
清
の
｢
理｣
の
弱
さ
を
主
張
す
る
。
舌
鋒
は
、
仏
が
宣
戦
布
告
な
し
に
基
隆
砲
撃
を
行
っ
た
こ
と
を
批
判
す
る
主
張
(
)
へ
も
向
け
ら
れ
る
。｢
近
時
ノ
万
國
公
法
家
ハ
未
ダ
曾
テ
宣
戰
ヲ
爲
シ
テ
後
実
戰
ヲ
開
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
ハ
言
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
直
チ
ニ
開
戰
ス
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ｣
と
し
て
お
り
、｢
唯
清
國
政
治
家
ガ
宇
内
ノ
事
ニ
通
暁
セ
ザ
ル
ガ
故
カ
或
ハ
卑
怯
ニ
シ
テ
成
ル
ベ
ク
戰
ヒ
ヲ
避
ケ
ン
ト
欲
セ
シ
ガ
故
カ
自
カ
ラ
佛
人
ノ
所
爲
ヲ
認
メ
テ
宣
戰
ノ
告
知
ナ
リ
ト
爲
サ
ズ｣
と
。
朝
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二
｢安
南
事
件｣
の
類
似
が
強
調
さ
れ
る
な
か
、
一
八
八
三
年
段
階
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
仏
の
｢
侵
犯｣
主
義
は
不
問
に
付
さ
れ
、｢
強
ヲ
憎
ン
デ
弱
ヲ
憐
レ
ム｣
｢
人
情｣
よ
り
も
、
現
行
の
条
約
・
ル
ー
ル
に
照
ら
し
た
清
の
不
当
性
や
戦
争
回
避
の
｢
卑
怯｣
な
姿
勢
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。｢
粗
暴
過
激
ノ
戰
争
ヲ
公
認
ス
ル｣
｢
万
國
公
法｣
を
全
面
的
に
肯
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、｢
抑
モ
今
日
ノ
文
明
世
界
ハ
人
能
ク
道
理
ヲ
知
リ
又
能
ク
利
害
ヲ
辨
ズ
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ｣
で
、｢
道
理
上
ヨ
リ
清
佛
交
渉
ノ
事
ヲ
觀
レ
バ
其
理
佛
國
ニ
多
ク
シ
テ
清
國
ニ
少
ナ
キ
｣
は
明
ら
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
｢
利
害
上
ヨ
リ
之
ヲ
考
フ
ル
ニ
論
者
ノ
如
ク
心
情
甚
ダ
清
國
ヲ
愛
憐
シ
テ
佛
國
ヲ
疎
外
ス
ル
ハ
果
シ
テ
我
邦
ノ
爲
ニ
何
ノ
利
益
カ
ア
ル
ヤ｣
。
こ
こ
で
社
説
は
｢
清
國
ガ
同
文
同
種
ノ
國
ナ
ル
ガ
故
ニ
情
ニ
於
テ
愛
護
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
と
す
る
論
者
(
)
を
と
り
あ
げ
、｢
清
國
ハ
我
ト
同
文
同
種
ナ
リ
ト
云
フ

ア
ル
ノ
外
ハ
事
々
我
邦
ト
其
道
ヲ
反
對
ニ
ス
ル
ノ
國
ナ
リ｣
と
反
論
す
る
。
例
え
ば
清
は
｢
太
古
其
國
ノ
有
様｣
を
模
範
と
し
、｢
其
版
図
ノ
大
ニ
シ
テ
民
生
ノ
多
キ
ニ
満
足
シ
テ
進
ン
デ
更
ニ
求
ム
ル
心
ナ
ク
退
テ
其
所
領
ヲ
保
守
セ
ン
ト
要
ス｣
が
、
こ
れ
は
日
本
が
｢
歐
米
文
化
ノ
主
義
ニ
基
キ
テ
立
憲
政
治
ヲ
行
ハ
ン
ト｣
し
｢
自
カ
ラ
國
ノ
小
ニ
シ
テ
民
ノ
寡
キ
ヲ
知
リ
常
ニ
進
ン
デ
國
権
國
力
ノ
拡
張
ニ
汲
々
タ
ル
ニ
反
對
ス
ル
モ
ノ｣
で
あ
る
。｢
斯
ク
國
情
相
反
對
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
日
清
両
國
至
親
ノ
同
盟
ヲ
得
ル

豈
甚
ダ
容
易
ナ
リ
ト
謂
ハ
ン
ヤ｣
と
。
こ
こ
で
｢
同
文
同
種｣
論
者
へ
の
批
判
は
、
日
清
同
盟
へ
の
疑
問
に
つ
な
が
る
。｢
荀
モ
日
清
兩
國
ニ
其
至
親
ノ
同
盟
ヲ
爲
ス

ヲ
得
ン
ニ
必
ズ
ヤ
我
邦
ノ
開
明
進
歩
ノ
世
態
ヲ
一
變
シ
テ
頑
陋
保
守
ノ
舊
状
ニ
還
リ
略
ボ
國
情
ヲ
清
國
ニ
齊
ウ
ス
ル

ヲ
要
ス｣
。
ま
た
｢
他
ノ
封
國
ヲ
以
テ
其
属
邦
一
般
ニ
見
做
シ｣
て
き
た
清
は
自
ら
を
｢
凌
駕｣
せ
ん
と
す
る
か
つ
て
の
｢
劣
等
國｣
日
本
を
警
戒
し
て
お
り
、｢
彼
ヲ
シ
テ
我
ガ
至
親
ノ
同
盟
者
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
レ
バ
常
ニ
一
歩
ヲ
清
國
ニ
譲
テ
事
々
殆
ン
ド
其
意
向
ニ
従
フ
程
ニ
非
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
ハ
蓋
シ
决
シ
テ
其
歓
心
ヲ
得
ル

能
ハ
ザ
ラ
ン｣
、｢
然
レ
ド
モ
我
邦
人
ノ
気
質
ヲ
以
テ
此
失
体
ノ
事
ヲ
爲
ス

能
ハ
ザ
ル

勿
論
ナ
レ
バ
日
清
間
至
親
ノ
同
盟
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三
ハ
豈
其
レ
容
易
ニ
其
大
成
ヲ
望
ミ
得
ン
ヤ｣
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、
西
欧
的
な
｢
文
明
世
界｣
の
ル
ー
ル
・｢
道
理｣
を
ふ
ま
え
な
い
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
無
知
な
清
、
戦
意
も
な
く
｢
卑
怯｣
で
｢
國
辱｣
を
知
ら
ぬ
清
、
日
本
を
含
む
他
国
の
服
従
を
当
然
だ
と
す
る
傲
慢
な
清
、
日
本
の
国
益
た
る
｢
開
明
進
歩｣
を
妨
げ
る
清
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。
列
強
に
対
す
る
｢
國
辱｣
を
知
り
、
自
己
の
傲
慢
を
自
覚
し
｢
開
化｣
に
目
覚
め
て
い
く
清
へ
の
期
待
は
遂
に
尽
き
果
て
、
こ
こ
に
お
い
て
『
自
由
新
聞』
は
、｢
強
ヲ
憎
ン
デ
弱
ヲ
憐
レ
ム｣
｢
人
情｣
や
｢
同
文
同
種
ノ
國｣
へ
の
｢
情｣
に
基
い
て
清
を
支
持
す
る
議
論
、
ひ
い
て
は
四
月
以
降
、
曲
が
り
な
り
に
も
認
め
て
き
た
清
と
の
同
盟
を
否
定
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
清
同
盟
・
提
携
論
を
否
定
す
る
こ
と
は
仏
へ
の
支
持
や
同
盟
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
、
直
後
の
社
説
が
当
社
説
に
つ
い
て
｢
仏
國
ニ
黨
シ
テ
清
國
ヲ
傷
ツ
ケ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ニ
モ
非
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る
(
)
。
し
か
し
清
と
の
同
盟
を
否
定
し
た
後
、『
自
由
新
聞』
が
新
た
な
｢
東
洋
政
略｣
を
提
起
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
は
九
月
末
ま
で
続
い
た
。例
え
ば
、｢
局
外
中
立
論｣
(
一
八
八
四
年
八
月
三
一
日
、
九
月
二
・
三
・
五
日)
は
、｢
我
邦
ハ
宜
シ
ク
彼
ノ
嚴
正
中
立
ヲ
固
守
シ
テ
我
ガ
堂
々
タ
ル
獨
立
ノ
國
權
ヲ
東
洋
ニ
保
ツ
ベ
キ
ナ
リ｣
と
し
、
し
か
し
「
万
國
公
法
ナ
ル
モ
ノ
ハ
主
裁
者
ア
ラ
ザ
ル
ノ
法
文
ニ
シ
テ
強
者
之
レ
ヲ
破
ル
モ
責
罸
ヲ
蒙
ル
ヲ
畏
レ
ズ
弱
者
之
レ
ヲ
破
ラ
ル
ヽ
モ
其
冤
屈
ヲ
伸
バ
ス

能
ハ
ズ｣
。
よ
っ
て
｢
獨
リ
議
論
ノ
ミ
ニ
依
頼
ス
ベ
カ
ラ
ズ
又
獨
リ
道
理
ニ
ノ
ミ
依
頼
ス
ベ
カ
ラ
ズ
便
ヲ
自
カ
ラ
其
ノ
中
立
ヲ
遂
グ
ル
ノ
實
力
ア
リ
テ
然
ル
後
チ
始
テ
中
立
ヲ
遂
グ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ナ
リ｣
と
、
兵
備
中
立
策
を
主
張
す
る
(
)
。
兵
備
中
立
論
は
す
で
に
一
八
八
三
年
の
清
国
脅
威
論
で
み
ら
れ
た
主
張
だ
が
、
こ
こ
で
い
う
｢
實
力｣
と
は
、
軍
事
力
だ
け
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
の
よ
う
に
｢
民
ト
共
ニ
國
權
ノ
保
全
ヲ
謀
リ
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四
民
ト
共
ニ
力
ヲ
尽
シ
テ
國
權
ヲ
確
守｣
す
る
｢
聯
合
一
致
ノ
力｣
で
も
あ
っ
た
。
軍
事
力
に
止
ま
ら
な
い
対
抗
手
段
の
提
起
は
、
｢
清
佛
論｣
(
一
八
八
四
年
九
月
四
日)
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
社
説
は
基
本
的
に
｢
同
文
同
種｣
論
の
批
判
だ
が
、
ま
ず
西
欧
列
強
の
｢
東
洋
政
略｣
を
、｢
東
洋
諸
國
ニ
對
シ
テ
ハ
一
般
ニ
之
ヲ
斥
ケ
テ
化
外
ノ
國
ト
爲
シ
人
ノ
財
ヲ
奪
フ
コ
ト
ヲ
憚
ラ
ズ
人
ノ
權
ヲ
犯
ス
コ
ト
ヲ
忌
マ
ズ
跋
扈
棟
梁
至
ラ
ザ
ル
所
ナ｣
く
、「
常
ニ
偏
愛
ヲ
主
ト
シ
テ
道
理
ヲ
顧
ミ
ズ
以
テ
専
ラ
同
人
種
ノ
爲
メ
ニ
ス
ル
」
｢
偏
愛
侵
略
ノ
主
義｣
と
し
(
)
、
そ
の
上
で
、
日
本
が
｢
東
洋
ニ
孤
立
シ
其
貧
弱
ノ
勢
ヲ
以
テ
敢
テ
彼
レ
ガ
力
ニ
敵
セ
ン
ト
欲
セ
バ｣
、
｢
唯
ダ
其
道
理
ノ
力
ニ
拠
テ
非
理
無
道
ノ
事
ヲ
制
ス
ル
ニ
在
リ｣
と
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
清
同
盟
論
否
定
後
の
『
自
由
新
聞』
に
お
け
る
｢
東
洋
政
略｣
と
し
て
は
、
兵
備
中
立
論
と
と
も
に
、
民
の
｢
聯
合
一
致
ノ
力｣
や
｢
博
愛｣
｢
道
理
ノ
力｣
に
よ
っ
て
西
欧
の
｢
偏
愛
侵
略
ノ
主
義｣
に
対
抗
し
て
い
く
小
国
主
義
的
な
主
張
が
再
度
、
呼
び
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
)
。
ま
た
こ
う
し
た
列
強
対
策
の
一
方
、
清
に
対
し
て
は
、
敗
北
に
よ
っ
て
こ
れ
を
目
覚
め
さ
せ
る
と
い
う
荒
療
治
が
提
起
さ
れ
る
。
清
は
敗
北
す
る
だ
ろ
う
が
そ
の
結
果
は
｢
必
ズ
内
亂
ナ
ル
ベ
ク
シ
テ
(
)｣
、｢
支
那
ノ
全
体
上
ヨ
リ
之
ヲ
考
フ
レ
バ
其
ノ
内
亂
革
命
ノ
事
ア
ル
ハ
其
國
勢
ヲ
一
變
シ
テ
舊
弊
ヲ
去
リ
新
利
ヲ
起
ス
所
以
ナ
リ｣
と
い
う
の
で
あ
る
(
)
。
清
が
敗
北
に
よ
り
｢
舊
弊
ヲ
去
リ
新
利
ヲ
起
ス｣
と
い
う
主
張
は
、
同
盟
論
に
見
ら
れ
た
｢
開
化｣
す
る
清
へ
の
期
待
に
通
ず
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
自
ら
の
自
覚
で
は
な
く
仏
の
武
力
に
よ
り
実
現
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
に
、
注
目
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
(
３)
国
権
拡
張
論
・
日
本
盟
主
論
の
登
場
こ
の
よ
う
に
、
バ
ク
ニ
ン
後
の
列
強
脅
威
に
対
抗
す
る
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
同
盟
論
は
、
そ
の
一
端
を
支
え
て
い
た
清
へ
の
期
待
が
八
月
の
清
仏
開
戦
に
至
る
過
程
で
裏
切
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
消
え
て
い
く
。
列
強
に
対
す
る
｢
國
辱｣
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五
意
識
や
｢
開
化｣
に
目
覚
め
、
同
盟
の
担
い
手
と
な
る
と
い
う
清
へ
の
期
待
が
断
念
さ
れ
た
こ
と
は
、
傲
慢
で
、｢
文
明
世
界｣
の
ル
ー
ル
や
｢
道
理｣
な
ど
｢
開
化｣
に
目
覚
め
る
こ
と
な
く
、
朝
鮮
・
日
本
の
脅
威
と
な
る
清
、
朝
鮮
に
対
し
て
は
｢
凌
辱｣
を
加
え
よ
う
と
す
る
が
列
強
に
対
し
て
は
｢
國
辱｣
を
知
ら
な
い
軽
蔑
す
べ
き
清
、
そ
の
｢
愚
弱｣
と
｢
無
耻｣
に
対
す
る
列
強
の
侮
蔑
心
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
全
体
を
脅
威
に
さ
ら
す
清
と
い
う
見
方
を
決
定
的
に
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
当
面
の
日
本
の
対
応
と
し
て
小
国
主
義
を
再
浮
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
清
を
目
覚
め
さ
せ
る
に
は
も
は
や
他
国
の
武
力
に
依
拠
す
る
し
か
な
い
と
の
主
張
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
は
、
こ
の
主
張
清
は
同
盟
相
手
と
し
て
期
待
で
き
な
い
ば
か
り
か
列
強
の
脅
威
を
呼
び
込
も
う
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
清
を
目
覚
め
さ
せ
る
に
は
他
国
の
武
力
が
必
要
と
い
う
主
張
を
完
成
さ
せ
た
の
が
、｢
國
權
擴
張
論｣
(
一
八
八
四
年
九
月
三
〇
日
、
一
〇
月
一
・
四
・
五
日)
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
社
説
以
降
、『
自
由
新
聞』
の
｢
東
洋
政
略｣
は
ま
さ
に
国
権
拡
張
論
へ
と
転
換
す
る
。｢
國
權
ノ
擴
張｣
と
は
、「
我
ガ
獨
立
權
ヲ
全
フ
シ
彼
我
同
等
ノ
有
様
ヲ
爲
ス
」
に
止
ま
ら
ず
｢
獨
立
權
以
上
ニ
於
テ
國
權
ヲ
擴
張
ス
ル
｣
で
あ
り
、
｢
荀
モ
國
權
ヲ
擴
張
セ
ン
ト
欲
セ
バ
白
・
丁
・
蘭
・
瑞
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
安
ン
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
必
ズ
ヤ
魯
・
英
・
普
・
佛
ノ
如
ク｣
｢
海
外
殖
民
事
業｣
な
ど
｢
海
外
着
手｣
に
よ
り
｢
國
力
ヲ
養
成｣
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
示
さ
れ
る
の
が
、
ア
ジ
ア
の
｢
蒙
昧｣
に
対
す
る
列
強
の
侮
蔑
が
そ
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
促
し
て
い
る
と
い
う
情
勢
認
識
で
あ
る
(
)
。｢
今
ヤ
亜
細
亜
ノ
形
勢
ヲ
観
ル
ニ
其
邦
國
ハ
概
子
皆
數
百
千
年
ノ
舊
態
ヲ
株
守
シ
テ
現
世
ニ
處
ス
ル
ノ
事
務
ヲ
知
ラ
ズ
之
ヲ
誘
導
ス
ル
モ
蒙
ニ
シ
テ
遷
ラ
ズ
之
レ
ヲ
刺
衝
ス
ル
モ
頑
シ
テ
感
セ
ズ
爲
メ
ニ
歐
州
邦
國
ヲ
シ
テ
其
蒙
昧
頑
陋
ナ
ル
ヲ
侮
リ
事
ニ
托
シ
テ
其
禍
信
ヲ
逞
ウ
ス
ル
ニ
至
ラ
シ
メ｣
た
。
も
し
｢
彼
ノ
歐
強
國
ガ
各
々
競
フ
テ
亜
洲
ニ
進
入
シ
一
大
邦
國
ヲ
我
近
隣
ニ
造
出
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
我
邦
ノ
獨
立
モ
岌
々
乎
ト
シ
テ
其
レ
危
フ
カ
ラ
ズ
ヤ｣
、
と
す
れ
ば
｢
歐
洲
強
國
ガ
未
ダ
其
意
ヲ
亜
細
亜
東
洋
ニ
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六
逞
シ
ウ
セ
ザ
ル
ニ
當
リ
テ
自
カ
ラ
進
ン
デ
我
ガ
國
權
ヲ
擴
張
ス
ル
ノ
手
段
ヲ
行
ナ
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
認
識
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
の
清
・
列
強
認
識
を
下
敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、｢
蒙
昧
頑
陋｣
で
｢
開
化｣
し
な
い
清
・
ア
ジ
ア
に
よ
り
促
さ
れ
る
列
強
の
侵
略
が
、
現
実
の
切
迫
し
た
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
｢
未
ダ
其
意
ヲ
亜
細
亜
東
洋
ニ
逞
シ
ウ
セ
ザ
ル
ニ
當
リ
テ
自
カ
ラ
進
ン
デ
國
權
ヲ
擴
張｣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
様
の
認
識
は
、
直
後
の
社
説
｢
聞
琉
球
談
判
再
起
有
感｣
(
一
八
八
四
年
一
〇
月
八
―
一
〇
日
未
完)
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
列
強
認
識
の
背
後
に
は
、
や
は
り
、『
自
由
新
聞』
の
仏
に
対
す
る
警
戒
心
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
八
月
下
旬
以
降
、
ト
ン
キ
ン
で
は
戦
闘
が
再
開
さ
れ
、
援
軍
を
待
つ
仏
海
軍
は
八
月
三
〇
日
に
福
州
を
撤
退
す
る
も
の
の
、
一
〇
月
一
日
に
基
隆
を
再
攻
撃
、
二
三
日
に
は
台
湾
西
海
岸
の
封
鎖
に
ふ
み
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
自
由
新
聞』
は
、
八
月
二
六
日
に
｢
清
佛
警
報｣
を
設
け
る
な
ど
報
道
欄
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
電
報
な
ど
の
情
報
に
基
い
て
、
仏
が
台
湾
を
占
領
し
、
そ
れ
を
拠
点
に
北
京
ま
で
行
く
だ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
た
(
)
。｢
國
權
擴
張
論｣
も
、
ア
ジ
ア
に
地
の
利
の
あ
る
日
本
と
ち
が
い
、
フ
ラ
ン
ス
は
｢
咄
嗟
ニ
數
万
ノ
精
兵
ヲ
遣
發
シ
テ
一
擧
ニ
北
京
ニ
攻
メ
入
リ
速
カ
ニ
事
ヲ
シ
テ
結
局
セ
シ
ム
ル
能
ハ
ザ
ル｣
と
し
つ
つ
、
仏
の
北
京
侵
攻
の
可
能
性
を
意
識
し
て
い
る
(
)
。
欧
州
列
強
が
｢
競
フ
テ
亜
洲
ニ
進
入
シ
一
大
邦
國
ヲ
我
近
隣
ニ
造
出
ス
ル｣
と
い
う
認
識
は
、
こ
う
し
た
仏
認
識
に
基
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
な
お
こ
の
社
説
の
約
一
ヵ
月
後
、
一
一
月
三
日
に
上
海
の
日
本
軍
艦
・
扶
桑
で
天
長
節
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
際
、
当
時
上
海
で
『
自
由
新
聞』
の
通
信
員
を
し
て
い
た
栗
原
亮
一
が
、
仏
公
使
・
パ
ト
ノ
ー
ト
ル
を
含
む
締
盟
各
国
公
使
の
前
で
次
の
よ
う
な
都
都
逸
を
披
露
し
た
と
い
う
。｢
臺
灣
横
ど
り
さ
あ
こ
れ
か
ら
ハ
す
ぐ
に
日
本
に
ク
ー
ル
ベ
イ｣
｢
自
由
政
事
の
本
さ
へ
立
て
バ
来
る
な
ら
い
つ
で
も
ク
ー
ル
ベ
イ
(
)｣
。
台
湾
攻
撃
の
仏
軍
司
令
官
・
ク
ー
ル
ベ
提
督
が
、
台
湾
占
領
後
に
日
本
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
詞
は
、
戯
言
と
は
い
え
、
こ
の
時
期
の
『
自
由
新
聞』
の
情
勢
認
識
を
示
し
て
い
る
の
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
『
自
由
新
聞』
と
清
仏
戦
争
27
二
七
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
期
の
国
権
拡
張
論
を
支
え
て
い
た
、
切
迫
し
た
脅
威
と
し
て
の
列
強
認
識
は
、
正
当
化
理
由
と
し
て
も
ち
だ
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
、
同
盟
論
後
の
清
仏
情
勢
に
対
し
て
、
曲
が
り
な
り
に
も
彼
ら
が
も
っ
て
い
た
実
感
に
基
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。た
だ
し
む
ろ
ん
、
こ
の
時
期
の
国
権
拡
張
論
を
対
外
論
だ
け
で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
社
説
が
述
べ
る
よ
う
に
、
当
時
｢
諸
人
ノ
熱
心
ハ
一
ニ
國
内
ノ
事
件
ニ
集
リ
紛
々
紛
擾
々
野
ニ
議
シ
巷
ニ
論
ジ
其
壮
年
血
氣
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
老
成
ノ
説
ヲ
容
レ
ズ
シ
テ
往
々
違
法
ノ
擧
動
ヲ
爲
シ
頗
ブ
ル
社
會
ヲ
シ
テ
警
惶
セ
シ
ム
ル
所
ア
ル
ヲ
免
レ
ズ｣
、｢
而
シ
テ
政
府
モ
亦
之
レ
ガ
爲
メ
ニ
甚
ダ
心
ヲ
内
事
ニ
勞
シ
テ
社
會
ノ
安
寧
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
汲
々
タ
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ズ｣
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
｢
官
民
相
軋
轢｣
を
避
け
て
｢
我
邦
ノ
一
大
利
害
タ
ル
國
權
擴
張｣
を
進
め
る
に
は
、｢
彼
ノ
壮
年
有
志
等
ノ
熱
心
ヲ
内
事
ヨ
リ
轉
ジ
テ
外
事
ニ
向
ハ
シ
メ
政
府
ハ
則
チ
之
ヲ
利
用
シ
テ
大
ニ
國
權
擴
張
ノ
方
法
ヲ
計
畫
ス
ル
ヲ
得
バ
内
ハ
以
テ
社
會
ノ
安
寧
ヲ
固
ウ
シ
外
ハ
以
テ
國
利
ヲ
海
外
ニ
博
ス
ル
ニ
足
ル
ニ
非
ズ
ヤ｣
。｢
壮
年
有
志｣
の
目
を
｢
外
事｣
に
向
け
る
こ
と
で
国
内
官
民
の
調
和
を
は
か
る
べ
き
と
の
主
張
(
)
が
、
松
方
デ
フ
レ
下
で
深
化
す
る
困
窮
問
題
と
、
九
月
二
三
日
加
波
山
で
起
き
た
自
由
党
員
の
蜂
起
事
件
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。『
自
由
新
聞』
の
社
説
は
、
八
月
頃
か
ら
｢
國
財
漸
ク
尽
キ
テ
衆
庶
困
弊｣
す
る
｢
腹
心
ノ
病｣
に
言
及
し
て
お
り
(
)
、｢
人
民
困
難｣
の
地
方
に
起
き
た
加
波
山
事
件
に
つ
い
て
も
｢
一
部
分
ヲ
以
テ
全
局
面
ヲ
害
ス
ル
ノ
失
策｣
と
憂
慮
し
て
い
た
(
)
。
困
窮
民
や
党
内
急
進
派
の
動
向
が
も
た
ら
す
国
内
の
分
裂
は
、
民
の
｢
聯
合
一
致
ノ
力｣
で
外
敵
に
対
抗
せ
ん
と
す
る
小
国
主
義
的
な
主
張
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
国
権
拡
張
論
へ
の
転
換
を
、
当
時
の
国
内
動
向
と
の
関
わ
り
の
み
で
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
は
、
ま
ず
対
外
的
な
情
勢
に
応
じ
て
、
対
外
論
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
国
権
拡
張
論
・｢
海
外
着
手｣
論
も
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
論
説
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二
八
ま
ず
は
、
同
盟
論
否
定
後
の
清
・
列
強
認
識
を
下
敷
き
に
し
た
ア
ジ
ア
観
と
、
八
月
下
旬
以
降
の
台
湾
・
福
州
に
対
す
る
仏
の
攻
勢
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
列
強
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
清
仏
開
戦
後
の
新
た
な
脅
威
認
識
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
延
長
上
に
あ
る
主
張
と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、｢
海
外
着
手｣
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
。
こ
の
点
｢
國
權
擴
張
論｣
は
、
欧
州
列
強
の
よ
う
に
｢
猥
リ
ニ
併
呑
食
ヲ
爲
ン
コ
ト
ヲ
主
ト
ス
ル
モ
ノ｣
で
は
な
く
｢
亜
洲
ヲ
興
起
ス
ル
ノ
精
神
ヲ
以
テ
其
事
業
ヲ
勉
メ
ン
ト
要
ス｣
と
す
る
。
そ
の
上
で
｢
最
モ
効
力
ノ
迅
速
ナ
ル｣
方
法
と
し
て
、｢
我
レ
ヲ
以
テ
直
チ
ニ
主
權
ヲ
掌
握
シ
テ
政
道
ヲ
改
革
シ
民
心
ヲ
奮
起
シ
或
ハ
我
レ
ヲ
以
テ
其
國
事
ヲ
監
護
シ
テ
文
化
ノ
進
歩
ヲ
圖｣
る
こ
と
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
｢
併
呑
食｣
で
は
な
い
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
社
説
子
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
こ
こ
ま
で
す
る
の
は
、｢
十
九
世
紀
ノ
文
化
ヲ
採
取
シ
テ
已
ニ
甚
ダ
歐
洲
ニ
耻
ヂ
ザ
ル
者
ハ
亜
細
亜
洲
中
唯
我
ガ
日
本
ノ
ミ｣
で
、｢
亜
細
亜
ノ
先
進
タ
ル
我
邦
ハ
道
徳
上
又
必
要
上
ニ
於
テ
此
亜
洲
ノ
衰
運
ヲ
救
ハ
ザ
ル
ヲ
得｣
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
｢
縦
ヒ
其
形
跡
ノ
偶
マ
併
呑
食
ニ
類
ス
ル
ア
ル
モ
復
タ
何
ゾ
之
ヲ
意
ト
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ｣
と
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、｢
亜
細
亜
ノ
先
進｣
た
る
日
本
が
、
侮
蔑
意
識
を
以
て
ア
ジ
ア
侵
略
を
意
図
す
る
欧
州
列
強
国
に
対
し
て
自
ら
の
国
権
を
拡
張
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、｢
蒙
昧
頑
陋｣
な
る
｢
亜
洲
ノ
衰
運
ヲ
救｣
う
た
め
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
｢
主
權
ヲ
掌
握｣
｢
國
事
ヲ
監
護｣
し
て
｢
民
心
ヲ
奮
起｣
｢
文
化
ノ
進
歩
ヲ
圖｣
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
を
｢
奮
起｣
｢
進
歩｣
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
り
、
同
盟
論
否
定
後
、
列
強
の
脅
威
を
も
招
き
か
ね
な
い
清
と
い
う
認
識
や
、
他
国
に
よ
る
そ
の
目
覚
め
に
言
及
し
て
き
た
従
来
の
論
調
の
延
長
に
あ
る
主
張
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、｢
蒙
昧
頑
陋｣
で
列
強
の
侵
略
を
招
き
か
ね
な
い
ア
ジ
ア
を
｢
先
進｣
日
本
が
目
覚
め
さ
せ
る
と
い
う
目
的
意
識
が
、
列
強
に
対
抗
し
て
の
国
権
拡
張
と
い
う
先
の
露
骨
な
目
的
へ
と
結
び
つ
き
、
こ
れ
を
正
当
化
し
て
い
る
。
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『
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聞』
と
清
仏
戦
争
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二
九
そ
し
て
、
こ
う
し
た
荒
療
治
が
必
要
な
対
象
と
し
て
は
、
ま
ず
朝
鮮
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
日
本
が
｢
務
メ
テ
朝
鮮
ヲ
先
導
開
發
シ
テ
其
成
ル
ベ
ク
速
カ
ニ
開
化
ノ
域
ニ
進
ミ
獨
立
權
ノ
鞏
固
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
望｣
ん
で
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
(
)
、
周
知
の
通
り
、
板
垣
退
助
・
後
藤
象
二
郎
ら
の
｢
朝
鮮
改
革
運
動｣
も
本
格
的
に
動
き
だ
し
て
い
た
(
)
。
板
垣
・
後
藤
は
九
月
九
日
に
仏
公
使
館
に
資
金
等
援
助
を
要
請
し
、
一
定
範
囲
の
党
員
が
自
由
党
解
党
大
会
(
一
〇
月
三
一
日)
以
前
の
会
合
な
ど
で
こ
の
計
画
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
｢
事
大
黨
を
剿
滅｣
し
｢
國
論
を
撥
起
し
て
内
政
刷
新
の
機
を
促
し
、
以
て
一
擧
に
議
院
開
設
を
決
行
し
、
自
か
ら
朝
鮮
の
總
務
官
た
る｣
計
画
と
、
社
説
で
語
ら
れ
て
い
る
手
法
は
、
ほ
ぼ
重
な
る
。
な
お
そ
の
目
的
は
、
日
本
主
導
で
朝
鮮
に
対
す
る
清
の
干
渉
を
排
除
し
、
朝
鮮
を
｢
開
化｣
｢
獨
立｣
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
清
を
脅
威
と
み
な
す
対
清
認
識
と
と
も
に
、
貧
弱
で
自
力
で
は
清
に
よ
る
｢
辱｣
を
雪
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
国
、
日
本
の
国
益
の
た
め
に
利
用
し
て
も
よ
い
朝
鮮
と
い
う
従
来
の
朝
鮮
認
識
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
時
期
に
は
清
も
ま
た
、
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
防
ぐ
た
め
に
日
本
が
目
覚
め
さ
せ
る
べ
き
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
仏
に
対
す
る
敗
北
に
よ
っ
て
清
を
目
覚
め
さ
せ
る
と
の
主
張
(
)
は
既
に
み
た
が
、
先
の
｢
聞
琉
球
談
判
再
起
有
感｣
に
も
同
様
の
主
張
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
社
説
は
｢
海
外
着
手｣
策
と
し
て
、
仏
と
交
戦
中
の
清
に
対
し
琉
球
・
朝
鮮
に
関
す
る
交
渉
を
｢
強
請｣
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
、｢
我
ガ
國
權
擴
張
ノ
手
段
ト
シ
テ
我
ガ
權
勢
ヲ
朝
鮮
ニ
専
ラ
ニ
セ
ン｣
た
め
だ
け
で
な
く
、｢
支
那
ノ
頑
陋
ヲ
一
覺
シ
其
政
治
家
ノ
詐
僞
反
覆
ヲ
懲
戒
シ
以
テ
彼
レ
ヲ
シ
テ
歐
強
國
ノ
乗
ズ
ル
所
ト
爲
ラ
ザ
ラ
シ
メ｣
る
た
め
だ
と
い
う
。
琉
球
・
朝
鮮
の
脅
威
と
な
る
清
を
｢
一
覺｣
さ
せ
る
の
は
日
本
だ
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
こ
れ
ま
で
の
主
張
と
変
わ
ら
な
い
。
な
お
興
味
深
い
の
は
｢
聞
琉
球
談
判
再
起
有
感｣
が
、
清
を
目
覚
め
さ
せ
た
先
に
、
再
び
日
清
の
｢
結
合｣
を
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。｢
支
那
ニ
シ
テ
果
シ
テ
頑
陋
ヲ
一
覺
シ
又
詐
僞
反
覆
ヲ
慎
ム
ニ
至
レ
バ
彼
レ
我
始
メ
テ
能
ク
亜
洲
振
起
ノ
爲
メ
ニ
結
合
ス
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論
説
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三
〇
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
ク
而
我
邦
ニ
シ
テ
國
權
ノ
擴
張
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
東
洋
ノ
盟
主
ト
爲
リ
テ
勢
力
ヲ
比
隣
ニ
逞
シ
ウ
ス
ル
ニ
難
カ
ラ
ズ｣
。
清
が
｢
一
覺
シ｣
て
｢
始
メ
テ
能
ク
亜
洲
振
起
ノ
爲
メ
ニ
結
合
ス
ル
コ
ト
ヲ
得｣
る
と
の
主
張
は
、
国
権
拡
張
を
正
当
化
す
る
ア
ジ
ア
の
目
覚
め
が
結
局
同
盟
の
担
い
手
を
準
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
度
同
盟
・
連
合
論
を
引
き
出
す
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
、｢
亜
細
亜
振
起｣
の
た
め
の
日
清
｢
結
合｣
は
｢
亜
細
亜
ノ
先
進｣
日
本
が
国
権
拡
張
の
中
で
清
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
で
始
め
て
可
能
と
な
る
と
い
う
一
節
は
、
日
本
の
国
権
拡
張
を
主
目
的
と
す
る
段
階
で
の
日
清
同
盟
論
が
日
本
の
東
洋
盟
主
論
と
化
す
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。
こ
れ
に
類
す
る
見
方
は
朝
鮮
に
つ
い
て
も
み
ら
れ
た
。
社
説
｢
朝
鮮
政
府
ハ
何
ヲ
以
テ
我
ガ
恩
恵
ニ
酬
ヒ
ン
ト
ス
ル
ヤ｣
(
一
八
八
四
年
一
二
月
六
日)
は
、
朝
鮮
国
王
・
政
府
が
｢
今
後
ニ
益
々
改
良
ノ
政
略
ニ
従
事
シ
漸
ク
彼
ノ
支
那
黨
ト
言
ヘ
ル
固
陋
頑
愚
ナ
ル
者
ヲ
啓
発
誘
導
ス
ル
カ
若
シ
ク
ハ
之
レ
ヲ
政
權
以
外
ニ
駆
逐
シ
最
モ
改
良
進
歩
ニ
熱
心
ナ
ル
日
本
黨
ヲ
擧
ゲ
テ
政
府
ノ
諸
要
地
ヲ
占
メ
シ
メ
無
二
ノ
交
情
ヲ
我
邦
ニ
通
ジ
相
助
ケ
テ
獨
立
ヲ
東
洋
ニ
保
ツ
ヲ
期
ス｣
べ
き
と
し
、｢
改
良｣
を
果
た
し
た
将
来
の
朝
鮮
が
｢
支
那
黨｣
よ
り
｢
日
本
黨｣
の
先
進
性
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
日
本
と
｢
無
二
ノ
交
情｣
を
通
じ
る
こ
と
を
期
待
し
た
(
)
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
洋
の
盟
主
・
日
本
の
国
権
拡
張
が
露
骨
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
を
除
け
ば
、
清
や
朝
鮮
の
｢
開
化｣
｢
覺
破｣
に
よ
っ
て
日
・
清
・
朝
が
｢
亜
洲
振
起
ノ
爲
メ
ニ
結
合｣
す
る
こ
と
が
可
能
と
い
う
主
張
は
、
ア
ジ
ア
同
盟
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
一
八
八
四
年
九
月
末
以
降
『
自
由
新
聞』
上
に
展
開
さ
れ
る
｢
東
洋
政
略｣
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
国
権
拡
張
論
・
日
本
盟
主
論
が
、
国
内
急
進
派
や
官
民
の
対
立
へ
目
配
り
し
つ
つ
も
、
朝
鮮
・
清
に
対
す
る
従
来
の
見
方
や
、｢
開
化｣
｢
覺
破｣
を
条
件
と
す
る
ア
ジ
ア
同
盟
論
、
あ
る
い
は
同
盟
論
以
後
の
論
調
に
の
っ
と
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
『
自
由
新
聞』
と
清
仏
戦
争
31
三
一
る
。
他
方
、
こ
の
議
論
は
、
清
仏
開
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
・
列
強
の
脅
威
認
識
に
基
く
主
張
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
国
権
拡
張
論
は
、
従
来
の
対
外
論
、
特
に
同
盟
論
の
論
理
構
造
を
列
強
に
対
す
る
新
た
な
脅
威
認
識
に
対
応
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
連
続
性
の
一
方
、
国
権
拡
張
・
東
洋
盟
主
論
が
力
に
よ
る
露
骨
な
国
権
拡
張
・
日
本
盟
主
論
へ
と
転
換
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
自
国
の
国
益
に
基
き
他
国
を
武
力
に
よ
り
植
民
地
化
・｢
開
化｣
さ
せ
る
こ
と
は
肯
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、｢
我
ガ
東
洋
政
略
上
ニ
於
テ
朝
鮮
ヲ
シ
テ
純
然
タ
ル
獨
立
國
ト
爲
ス

ハ
殊
ニ
甚
ダ
緊
要
ナ
ル
件
ト
ス
然
ル
ニ
一
方
ニ
於
テ
ハ
我
邦
ヲ
以
テ
其
政
務
ニ
關
與
シ
即
チ
實
際
ト
遇
ス
ル
ニ
獨
立
國
ヲ
以
テ
セ
ザ
ル
ハ
所
謂
自
家
撞
着
モ
亦
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ｣
と
し
て
い
た
ア
ジ
ア
同
盟
論
か
ら
の
、
大
き
な
転
換
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
露
骨
な
国
益
・
国
権
拡
張
論
や
そ
れ
を
正
当
化
す
る
東
洋
盟
主
論
が
選
択
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず
語
ら
れ
る
の
が
、｢
蒙
昧
頑
陋｣
で
｢
開
化｣
し
な
い
清
・
ア
ジ
ア
が
列
強
の
侮
蔑
ひ
い
て
は
侵
略
を
促
す
こ
と
で
｢
我
邦
ノ
獨
立
モ
岌
々
乎
ト
シ
テ｣
｢
危
フ｣
く
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
の
は
、
列
強
に
対
す
る
脅
威
認
識
の
高
ま
り
で
あ
る
。
列
強
の
脅
威
は
、
こ
の
時
期
の
清
仏
報
道
全
体
の
な
か
で
、
同
盟
論
否
定
後
の
清
に
対
す
る
侮
蔑
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
こ
こ
で
は
日
本
の
独
立
を
脅
か
す
と
い
う
語
り
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
危
機
認
識
の
高
ま
り
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
八
月
以
降
の
仏
に
よ
る
台
湾
・
福
州
攻
撃
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
同
盟
論
の
段
階
で
は
戦
場
が
い
ま
だ
ベ
ト
ナ
ム
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
清
仏
開
戦
時
に
は
仏
軍
が
台
湾
ま
で
き
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
脅
威
認
識
は
自
ず
と
高
ま
る
。
し
か
し
、
仏
の
対
清
攻
勢
が
日
本
の
独
立
を
阻
害
す
る
ま
で
の
脅
威
と
み
な
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
こ
の
時
期
の
対
清
・
ア
ジ
ア
認
識
で
あ
る
。
清
・
ア
ジ
ア
が
｢
國
辱｣
も
｢
開
化｣
も
知
ら
ず
、
ア
ジ
ア
同
盟
の
担
い
手
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
｢
愚
弱｣
と
｢
無
耻｣
に
列
強
の
侮
蔑
を
招
く
こ
と
で
そ
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
助
長
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
論
説
32
三
二
し
て
い
る
と
の
認
識
に
た
て
ば
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
列
強
の
侵
略
は
、
清
・
ア
ジ
ア
の
｢
蒙
昧
頑
陋｣
の
解
消
さ
れ
ぬ
限
り
促
さ
れ
、
｢
我
邦
ノ
獨
立｣
を
阻
害
す
る
に
至
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
清
・
ア
ジ
ア
認
識
は
、
こ
の
時
期
の
仏
の
対
清
攻
勢
に
よ
っ
て
な
か
ば
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
権
拡
張
論
の
列
強
脅
威
認
識
は
、
実
際
の
仏
の
対
清
攻
勢
と
と
も
に
、
そ
れ
を
促
す
清
・
ア
ジ
ア
認
識
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
列
強
認
識
は
、｢
歐
洲
強
國
ガ
未
ダ
其
意
ヲ
亜
細
亜
東
洋
ニ
逞
シ
ウ
セ
ザ
ル
ニ
當
リ
テ
自
カ
ラ
進
ン
デ
我
ガ
國
權
ヲ
擴
張｣
せ
ね
ば
日
本
の
独
立
が
危
う
い
と
い
う
、
二
者
択
一
的
な
世
界
観
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
(
)
。
こ
の
よ
う
に
、
右
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
の
現
状
や
列
強
の
脅
威
の
も
と
で
｢
我
邦
ノ
獨
立｣
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
侵
略
と
内
政
干
渉
を
も
ち
い
て
で
も
｢
我
ガ
國
權
ヲ
擴
張｣
し
、｢
先
進｣
日
本
が
彼
国
を
目
覚
め
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
盟
論
の
段
階
で
は
、
列
強
の
脅
威
へ
の
対
処
と
し
て
朝
鮮
・
清
・
ア
ジ
ア
と
の
同
盟
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
｢
開
化｣
や
大
国
に
対
す
る
楯
と
し
て
朝
鮮
の
｢
独
立｣
を
維
持
す
る
必
要
が
語
ら
れ
て
も
、
武
力
に
よ
る
内
政
干
渉
ま
で
は
主
張
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
従
来
曲
が
り
な
り
に
も
同
盟
相
手
と
し
て
い
た
国
へ
の
侵
略
論
に
ま
で
転
換
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
再
び
注
目
す
べ
き
な
の
が
、
ア
ジ
ア
認
識
の
変
化
で
あ
る
。
国
権
拡
張
・
東
洋
盟
主
論
に
お
け
る
ア
ジ
ア
は
、
も
は
や
同
盟
国
で
は
な
く
、
日
本
と
列
強
に
よ
る
国
権
拡
張
の
競
走
場
裏
や
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
指
導
対
象
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
が
先
の
対
清
・
ア
ジ
ア
認
識
や
、
同
盟
論
の
破
綻
で
あ
り
、
従
来
一
貫
し
て
見
ら
れ
た
、
朝
鮮
を
楯
と
す
る
発
想
や
｢
國
辱｣
｢
開
化｣
を
知
る
と
い
う
点
で
の
日
本
の
優
越
意
識
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
さ
ら
に
、『
自
由
新
聞』
に
と
っ
て
独
立
の
危
機
は
｢
國
辱｣
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
雪
ぐ
た
め
に
は
ま
ず
力
の
行
使
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
一
八
八
四
年
の
段
階
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
自
由
新
聞』
の
実
力
行
使
論
を
抑
制
し
外
交
的
な
対
応
へ
と
押
し
止
め
て
き
た
｢
条
理｣
や
国
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
『
自
由
新
聞』
と
清
仏
戦
争
33
三
三
内
民
権
を
優
先
す
る
議
論
も
ま
た
、
大
国
の
脅
威
認
識
や
軍
備
拡
張
論
の
高
ま
り
と
と
も
に
後
退
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。｢
國
辱｣
を
雪
ぐ
べ
く
行
動
で
き
な
け
れ
ば
そ
れ
が
列
強
の
侮
蔑
、
ひ
い
て
は
侵
略
を
招
く
と
い
う
先
の
認
識
も
、｢
國
辱｣
は
い
か
な
る
手
段
を
も
ち
い
て
も
雪
ぐ
べ
き
、
も
し
く
は
回
避
す
べ
き
と
の
意
識
を
強
め
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
今
や
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
国
際
社
会
に
お
い
て
日
本
の
｢
國
辱｣
を
回
避
す
る
に
は
、｢
先
進｣
日
本
が
列
強
の
侵
略
を
促
す
｢
蒙
昧
頑
陋｣
な
ア
ジ
ア
諸
国
に
多
少
の
荒
療
治
を
施
す
の
も
必
要
で
あ
り
可
能
で
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
国
権
拡
張
論
・
日
本
盟
主
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
国
権
拡
張
論
・
東
洋
盟
主
論
は
、
一
〇
月
三
一
日
の
自
由
党
解
党
後
も
基
本
的
に
変
化
し
な
い
(
)
。
確
か
に
一
二
月
一
四
日
の
甲
申
政
変
第
一
報
以
降
、『
自
由
新
聞』
は
政
変
の
報
道
一
色
と
な
り
(
)
、
清
に
対
す
る
警
戒
・
批
判
意
識
、
清
を
支
持
す
る
朝
鮮
の
｢
守
旧
黨｣
に
対
す
る
批
判
意
識
は
、
日
清
武
力
対
決
論
を
も
た
ら
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
前
述
の
｢
東
洋
政
略｣
を
彼
ら
が
阻
害
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
日
清
武
力
対
決
論
に
お
い
て
も
、｢
頑
愚｣
な
朝
鮮
、｢
頑
陋
無
智｣
な
朝
鮮
観
と
と
も
に
(
)
、
朝
鮮
国
内
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
武
力
介
入
す
る
こ
と
で
朝
鮮
を
｢
屬
邦｣
扱
い
し
、
日
本
が
｢
開
化
黨｣
政
権
を
｢
無
二
ノ
親
交
國｣
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
日
本
に
｢
國
辱｣
を
与
え
る
｢
傲
慢｣
な
清
の
姿
や
(
)
、
こ
う
し
た
｢
頑
陋｣
な
清
を
日
本
が
｢
開
化｣
し
｢
亜
洲
振
興｣
を
は
か
る
こ
と
、
日
本
が
｢
開
化｣
さ
せ
た
清
と
｢
親
密
ノ
關
係
ヲ
有
チ
所
謂
輔
車
相
依
ラ
ン
｣
が
語
ら
れ
る
(
)
。
こ
う
し
た
主
張
は
翌
年
一
月
に
か
け
て
、
日
清
武
力
対
決
が
｢
傲
慢
ナ
ル
白
皙
人
種｣
に
対
し
日
本
の
力
を
示
威
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
主
張
や
(
)
、｢
輿
論｣
｢
公
憤｣
尊
重
の
義
勇
兵
募
集
論
(
)
へ
と
移
行
し
て
い
く
が
、
こ
れ
も
、
国
権
拡
張
論
に
み
ら
れ
た
列
強
認
識
や
｢
國
辱｣
意
識
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
い
(
	)
。
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
論
説
34
三
四
おわ
り
に
以
上
、
一
八
八
三
年
か
ら
八
四
年
に
展
開
さ
れ
た
『
自
由
新
聞』
清
仏
論
の
｢
語
り｣
と
｢
論
理｣
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
み
え
て
き
た
こ
と
は
、『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
が
一
貫
性
と
連
続
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
段
階
の
清
国
脅
威
論
・
列
強
脅
威
論
、
一
八
八
四
年
段
階
の
ア
ジ
ア
同
盟
・
連
合
論
と
国
権
拡
張
・
日
本
盟
主
論
を
貫
い
て
い
た
の
は
、
ま
ず
大
陸
に
対
す
る
日
本
の
防
壁
と
し
て
朝
鮮
を
確
保
す
る
と
い
う
大
目
的
で
あ
り
、
朝
鮮
・
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
り
清
・
列
強
の
動
向
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
警
戒
心
、
特
に
清
に
対
す
る
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
朝
鮮
へ
の
関
心
ゆ
え
に
、
『
自
由
新
聞』
の
清
仏
論
は
常
に
、
朝
鮮
に
近
接
す
る
大
国
・
清
を
ど
う
評
価
す
る
か
で
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
た
。『
自
由
新
聞』
で
は
、
国
家
の
独
立
を
｢
國
辱｣
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
姿
勢
、｢
國
辱｣
意
識
を
も
ち
、
そ
れ
を
雪
ぐ
べ
く
行
動
で
き
る
か
否
か
で
国
家
を
評
価
す
る
姿
勢
も
ま
た
一
貫
し
て
お
り
、
こ
の
基
準
と
現
実
の
清
国
の
姿
勢
・
行
動
の
あ
り
方
に
応
じ
て
、
清
に
対
す
る
評
価
も
変
わ
る
。
こ
う
し
て
変
化
す
る
対
清
認
識
を
軸
に
、
こ
の
時
期
の
清
仏
論
は
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
八
三
年
段
階
の
清
仏
論
で
は
、
清
国
が
ベ
ト
ナ
ム
問
題
に
つ
き
仏
に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
と
る
か
ど
う
か
で
清
国
・
列
強
ど
ち
ら
の
脅
威
に
比
重
を
お
く
か
が
決
ま
り
、
一
八
八
四
年
段
階
に
清
の
後
退
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
従
来
の
清
国
脅
威
論
を
列
強
の
脅
威
に
も
対
応
さ
せ
る
べ
く
ア
ジ
ア
同
盟
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
五
月
、
屈
辱
的
な
フ
ル
ニ
エ
協
定
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
八
月
の
仏
に
よ
る
台
湾
・
福
州
攻
撃
以
降
、
清
仏
関
係
が
泥
沼
化
し
て
い
く
と
、
列
強
に
対
す
る
｢
國
辱｣
意
識
や
｢
開
化｣
に
目
覚
め
、
同
盟
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
清
へ
の
期
待
は
失
わ
れ
、
こ
の
期
待
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
同
盟
論
は
否
定
さ
れ
る
。
以
後
『
自
由
新
聞』
で
は
、
優
勝
劣
敗
の
国
際
社
会
に
お
け
る
列
強
へ
の
脅
威
認
識
の
も
と
、
こ
れ
に
対
し
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日
本
の
独
立
を
維
持
す
る
こ
と
が
切
迫
し
た
問
題
と
さ
れ
、｢
蒙
昧
頑
陋｣
な
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
｢
先
進｣
日
本
の
露
骨
な
侵
略
・
内
政
干
渉
論
、
国
権
拡
張
・
日
本
盟
主
論
が
登
場
す
る
。
た
だ
し
こ
の
主
張
も
、
朝
鮮
・
清
に
対
す
る
従
来
の
見
方
や
目
覚
め
を
条
件
と
す
る
ア
ジ
ア
同
盟
論
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
の
論
調
に
の
っ
と
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
本
的
な
主
張
は
自
由
党
解
党
・
甲
申
政
変
後
も
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
自
由
新
聞』
の
清
仏
論
は
、
朝
鮮
に
対
す
る
関
心
を
基
本
と
す
る
が
ゆ
え
に
清
国
に
対
す
る
警
戒
心
を
強
く
持
ち
、
｢
國
辱｣
意
識
と
現
実
の
清
の
姿
勢
に
よ
っ
て
変
化
す
る
対
清
認
識
、
ま
た
こ
れ
に
伴
う
列
強
認
識
や
世
界
観
に
応
じ
て
、
そ
の
｢
東
洋
政
略
論｣
を
決
定
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
論
理
構
造
や
｢
國
辱｣
意
識
に
よ
っ
て
国
家
を
評
価
す
る
姿
勢
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
た
。
ま
た
、
国
権
拡
張
論
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
は
そ
れ
ま
で
の
論
理
や
文
脈
を
ふ
ま
え
、
そ
の
延
長
上
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
連
続
性
を
も
つ
議
論
で
あ
っ
た
。
特
に
ア
ジ
ア
同
盟
・
連
合
論
は
、
否
定
さ
れ
た
後
も
国
権
拡
張
論
や
日
清
武
力
対
決
論
に
お
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
(
)
。
一
方
、
こ
の
時
期
の
清
仏
論
に
は
転
換
も
み
ら
れ
た
。
一
八
八
四
年
の
同
盟
論
段
階
に
な
る
と
、
清
だ
け
で
な
く
列
強
へ
の
脅
威
認
識
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
国
家
を
評
価
す
る
(
あ
る
い
は
同
盟
相
手
と
認
め
る)
基
準
と
し
て
も
、｢
國
辱｣
意
識
だ
け
で
な
く
｢
改
良
進
歩｣
や
｢
覺
破｣
・｢
開
化｣
が
語
ら
れ
は
じ
め
る
。
そ
も
そ
も
｢
開
化｣
は
、
西
欧
文
明
に
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
｢
國
辱｣
意
識
を
も
含
む
概
念
だ
っ
た
が
(
)
、
少
な
く
と
も
『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
に
お
い
て
は
、
列
強
対
抗
的
な
価
値
観
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
自
由
新
聞』
の
｢
東
洋
政
略｣
論
は
特
に
一
八
八
四
年
以
降
に
な
る
と
、
西
欧
列
強
の
脅
威
に
対
す
る
｢
過
慮
(
)｣
に
、
よ
り
強
く
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
ま
た
国
権
拡
張
論
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
保
証
す
る
ア
ジ
ア
同
盟
論
か
ら
、
清
・
列
強
認
識
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
国
益
追
及
の
視
点
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六
を
全
面
に
打
ち
出
し
て
い
く
。
こ
の
議
論
で
は
、
同
盟
論
後
の
ア
ジ
ア
認
識
を
前
提
と
し
つ
つ
、
二
者
択
一
的
世
界
観
の
も
と
列
強
の
脅
威
に
対
す
る
日
本
の
国
益
・｢
國
辱｣
の
視
点
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
い
く
ら
｢
亜
洲
ノ
衰
運
ヲ
救｣
う
こ
と
が
語
ら
れ
よ
う
と
、
典
が
り
な
り
に
も
ア
ジ
ア
諸
国
を
対
等
な
独
立
国
家
と
し
て
尊
重
し
た
従
来
の
姿
勢
は
、｢
開
化｣
を
掲
げ
ア
ジ
ア
に
介
入
す
る
日
本
の
優
越
性
と
支
配
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
く
。
こ
こ
に
お
い
て
、
一
八
八
三
年
以
降
の
｢
条
理｣
の
後
退
と
兵
力
・
軍
備
に
依
拠
す
る
姿
勢
は
固
定
化
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
批
判
的
な
西
欧
認
識
が
維
持
さ
れ
つ
つ
も
、
小
国
と
し
て
の
自
己
認
識
は
ア
ジ
ア
の
盟
主
論
へ
と
替
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、『
自
由
新
聞』
対
外
論
を
規
定
し
た
｢
國
辱｣
意
識
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。｢
國
辱｣
意
識
と
は
一
種
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
だ
が
、
国
家
と
い
う
ま
と
ま
り
を
西
欧
列
強
国
の
外
圧
に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
た
名
誉
共
同
体
と
し
て
と
ら
え
る
、
近
代
化
後
発
国
特
有
の
国
家
観
を
前
提
と
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
国
家
は
、
西
欧
に
よ
っ
て
外
か
ら
名
誉
・
体
面
を
傷
つ
け
ら
れ
た
ま
と
ま
り
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
悲
し
み
や
怒
り
を
跳
ね
返
す
外
向
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
成
を
常
に
伴
う
概
念
と
な
る
。
『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
に
み
ら
れ
る
｢
國
辱｣
の
語
り
が
悲
憤
慷
慨
を
伴
い
、
ま
た
そ
う
し
た
感
情
論
が
、｢
問
罪｣
の
た
め
の
武
力
行
使
な
ど
へ
と
結
び
つ
く
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
も
｢
國
辱｣
意
識
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
時
期
『
自
由
新
聞』
上
に
展
開
さ
れ
て
い
た
政
治
主
体
論
・｢
志
士
仁
人｣
論
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
。
激
化
期
の
自
由
党
は
政
治
主
体
の
形
成
を
最
重
要
の
課
題
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
政
治
主
体
と
は
、
外
に
は
｢
國
辱｣
を
雪
ぎ
、
内
に
は
立
憲
政
体
を
樹
立
す
る
た
め
に
死
を
も
厭
わ
ぬ
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
識
に
よ
っ
て
常
に
規
定
さ
れ
て
き
た
『
自
由
新
聞』
は
、
列
強
の
脅
威
に
対
す
る
｢
過
慮｣
に
身
を
ま
か
せ
、
他
紙
に
さ
き
が
け
て
海
外
侵
略
論
へ
と
転
換
し
て
い
く
素
地
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
逆
に
、
近
代
化
後
発
国
に
お
け
る
西
欧
の
衝
撃
の
意
味
を
と
ら
え
返
す
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
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七
な
お
清
仏
戦
争
は
一
八
八
五
年
六
月
、
李
・
フ
ル
ニ
エ
協
定
を
基
本
と
し
た
天
津
条
約
を
以
て
よ
う
や
く
終
結
す
る
。
し
か
し
他
方
、
仏
に
対
し
て
抵
抗
し
(
フ
エ
蜂
起)
、
山
岳
民
族
を
頼
り
亡
命
朝
廷
を
形
成
し
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ム
ギ
(
咸
宜)
帝
は
、
一
八
八
八
年
一
一
月
に
密
告
に
よ
り
捕
縛
さ
れ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
へ
流
刑
の
身
と
な
る
。
当
時
、
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
悲
境
に
注
目
す
る
民
権
家
が
ど
れ
だ
け
い
た
だ
ろ
う
か
。
条
約
改
正
問
題
を
介
し
て
政
府
と
の
対
立
を
強
め
て
い
た
こ
の
時
期
の
民
権
運
動
は
や
が
て
、
西
欧
か
ら
う
け
た
｢
國
辱｣
を
、
朝
鮮
・
中
国
に
お
い
て
雪
ぐ
道
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
(
１)
以
下
、
清
仏
戦
争
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史』
(
一
九
七
三
年
・
東
大
出
版)
三
五
七
―
三
六
六
頁
、
桜
井
由
躬
雄
・
石
澤
良
昭
編
『
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史』
(
山
川
出
版
・
一
九
七
七
年)
五
二
―
五
四
頁
、
復
旦
大
学
・
歴
史
系
・
上
海
師
範
大
学
歴
史
系
編
著
(
小
島
晋
治
・
野
原
四
郎
監
訳)
『
中
国
近
代
史
２』
(
一
九
八
一
年
・
三
省
堂)
二
六
一
―
三
〇
九
頁
な
ど
を
参
照
。
(
２)
『
自
由
新
聞』
の
侮
蔑
的
な
対
清
認
識
へ
の
転
換
に
つ
い
て
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
、
芝
原
拓
自
『
日
本
近
代
化
の
世
界
史
的
位
置
そ
の
方
法
論
的
研
究』
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年)
第
四
章
付
論
｢
清
仏
戦
争
と
『
自
由
新
聞』｣
、
同
｢
清
仏
戦
争
と
清
国
観
の
変
容｣
(
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
『
近
世
近
代
の
地
域
と
権
力』
一
九
九
八
年
・
清
文
堂
出
版)
。
ま
た
鳥
羽
さ
お
り
｢『
自
由
新
聞』
に
み
る
対
外
観
一
八
八
〇
年
代
の
朝
鮮
・
清
国
論
に
つ
い
て
の
一
考
察｣
(
日
本
大
学
史
学
会
『
史
叢』
六
〇
号
、
一
九
九
九
年
三
月
号)
は
、
壬
午
事
変
期
以
降
か
ら
清
仏
対
立
初
期
ま
で
の
清
国
警
戒
論
を
清
国
の
国
力
・
軍
事
力
に
対
す
る
脅
威
と
そ
の
属
国
執
着
の
態
度
に
対
す
る
脅
威
の
二
つ
に
分
け
、
一
八
八
三
年
末
か
ら
一
八
八
四
年
三
月
に
か
け
て
の
清
国
の
敗
退
、
そ
れ
以
降
の
屈
従
的
外
交
に
よ
り
前
者
は
侮
蔑
感
へ
と
転
換
す
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
警
戒
を
強
め
た
と
し
て
い
る
。
(
３)
例
え
ば
坂
野
潤
治
は
、
一
八
八
二
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
の
『
自
由
新
聞』
の
対
外
論
を
｢
日
清
協
調
論｣
を
軸
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
数
少
な
い
論
者
で
あ
る
が
、
そ
の
最
盛
期
を
壬
午
事
変
期
と
し
、
清
仏
戦
争
期
に
は
む
し
ろ
、
清
が
国
力
・
軍
事
力
の
大
国
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
清
の
仏
へ
の
対
決
姿
勢
か
ら
朝
鮮
を
め
ぐ
る
清
の
姿
勢
に
警
戒
が
生
れ
て
く
る
た
め
｢
日
清
協
調
論｣
は
後
退
す
る
こ
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と
、
ま
た
こ
う
し
て
警
戒
対
象
と
な
っ
た
清
が
清
仏
戦
争
で
敗
退
す
る
と
、
そ
れ
は
む
し
ろ
日
本
に
よ
る
朝
鮮
進
出
の
好
機
と
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期
に
朝
鮮
内
政
干
渉
論
が
登
場
す
る
と
説
明
し
て
い
る
(
佐
藤
誠
三
郎
ほ
か
編
『
近
代
日
本
の
対
外
態
度』
一
九
七
四
年
・
東
大
出
版
会
所
収
の
板
野
潤
治
｢『
東
洋
盟
主
論』
と
『
脱
亜
入
欧
論』｣
五
〇
―
五
四
頁
、
同
『
明
治
・
思
想
の
実
像』
一
九
七
七
年
・
創
文
社
七
二
―
八
三
頁)
。
ま
た
芝
原
拓
自
は
清
の
決
定
的
敗
北
に
よ
り
対
清
認
識
が
侮
蔑
意
識
へ
転
換
し
た
と
し
、
鳥
羽
さ
お
り
は
侮
蔑
意
識
へ
の
転
換
と
と
も
に
清
に
対
す
る
警
戒
が
一
部
維
持
さ
れ
る
と
し
た
が
、
両
者
と
も
、
こ
う
し
た
対
清
認
識
の
転
換
と
国
内
急
進
派
自
由
党
員
の
動
向
を
抑
制
す
る
必
要
な
ど
か
ら
国
権
拡
張
論
や
朝
鮮
内
政
干
渉
論
が
登
場
し
、
こ
う
し
た
干
渉
論
が
一
八
八
四
年
一
二
月
の
甲
申
事
変
で
清
国
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
と
清
へ
の
敵
愾
心
は
頂
点
に
達
し
、
対
清
強
硬
論
が
登
場
し
た
と
す
る
。
ま
た
『
自
由
新
聞』
の
｢
ア
ジ
ア
論｣
に
つ
い
て
も
、
そ
の
｢
脱
亜
・
蔑
清｣
意
識
に
注
目
す
る
か
、
日
本
に
よ
る
朝
鮮
進
出
の
正
当
化
に
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
(
前
掲
の
芝
原
拓
自
｢
清
仏
戦
争
と
清
国
観
の
変
容｣
、
鳥
羽
さ
お
り
｢『
自
由
新
聞』
に
み
る
対
外
観｣)
。
こ
の
よ
う
に
従
来
の
議
論
は
、
対
清
認
識
や
国
内
急
進
派
対
策
の
と
ら
え
方
・
位
置
づ
け
方
で
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ら
こ
そ
が
、
一
八
八
四
年
以
降
の
内
外
の
状
況
と
関
わ
り
な
が
ら
朝
鮮
内
政
干
渉
論
や
対
清
強
硬
論
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
『
自
由
新
聞』
に
み
ら
れ
た
列
強
脅
威
論
・
ア
ジ
ア
同
盟
論
に
つ
い
て
は
、
特
に
強
硬
論
と
の
関
係
に
言
及
し
な
い
か
、
強
硬
論
へ
の
転
換
を
正
当
化
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
(
４)
大
阪
事
件
に
お
い
て
大
井
憲
太
郎
ら
が
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
主
観
に
お
い
て
は
、
金
玉
均
ら
と
の
｢
連
帯｣
を
真
剣
に
志
向
し
て
お
り
、
朝
鮮
を
日
本
の
｢
内
地
改
良｣
の
｢
餌｣
に
利
用
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
牧
原
憲
夫
｢
大
井
憲
太
郎
の
思
想
構
造
と
大
阪
事
件
の
論
理｣
(
大
阪
事
件
研
究
会
編
『
大
阪
事
件
の
研
究』
一
九
八
二
年
・
柏
書
房)
五
五
―
六
六
頁
。
(
５)
一
八
八
四
年
一
月
以
降
の
『
自
由
新
聞』
の
執
筆
・
編
集
陣
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
古
沢
滋
・
小
室
信
介
・
曽
田
愛
三
郎
、
星
亨
、
杉
田
定
一
、
大
井
憲
太
郎
、
高
橋
基
一
、
植
木
枝
盛
、
栗
原
亮
一
(『
草
莽
雑
誌』
な
ど
経
て
『
自
由
新
聞』
へ)
、
遅
く
と
も
五
月
に
は
坂
崎
斌
(『
高
知
新
聞』
記
者
な
ど
を
経
て
『
自
由
新
聞』
へ)
、
六
月
下
旬
に
高
橋
達
郎
(
病
を
得
て
『
日
本
立
憲
政
党
新
聞』
を
辞
し
、
『
自
由
新
聞』
が
廃
刊
す
る
ま
で
在
籍)
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
た
(『
自
由
新
聞
復
刻
版』
第
五
巻
・
一
九
七
二
年
・
三
一
書
房
所
収
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九
の
林
茂
｢
解
題｣
、
宮
武
外
骨
・
西
田
長
寿
『
明
治
新
聞
雑
誌
関
係
者
略
伝』
一
九
八
五
年
・
み
す
ず
書
房
、
土
屋
礼
子
『
大
衆
紙
の
源
流
明
治
期
小
新
聞
の
源
流』
二
〇
〇
二
年
・
世
界
思
想
社)
。
(
６)
こ
の
時
期
の
雑
報
や
外
報
で
も
、
戦
意
の
な
い
清
や
バ
ク
ニ
ン
で
清
が
敗
走
し
た
と
の
報
道
(
一
八
八
四
年
一
月
一
八
・
三
〇
日
と
二
月
二
七
日
の
外
報
、
二
月
二
三
日
雑
報)
と
と
も
に
、
軍
艦
建
造
な
ど
戦
争
準
備
を
進
め
仏
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
清
(
同
年
一
月
一
三
・
一
七
・
二
〇
日
雑
報
、
二
月
一
四
・
二
〇
日
外
報)
、
和
平
交
渉
で
｢
手
強
き
掛
合
を
申
込｣
ん
だ
清
(
同
年
三
月
七
日
外
報)
に
つ
い
て
報
道
が
み
ら
れ
た
。
(
７)
一
八
八
四
年
二
月
三
・
八
日
の
雑
報
、
二
月
一
四
・
一
九
日
と
三
月
一
日
の
外
報
。
(
８)
｢
清
佛
間
ノ
危
勢
益
ス
甚
ダ
シ
カ
ラ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
四
・
二
・
一
五)
、｢
北
寧
攻
撃
の
時
期
近
き
ニ
在
り｣
(
一
八
八
四
・
三
・
八)
。
(
９)
ほ
か
に
｢
英
佛
艦
隊
ノ
強
弱｣
(
一
八
八
四
・
一
・
一
五)
も
｢
現
ニ
清
佛
ノ
交
渉
事
件
ハ
極
度
ノ
危
勢
ニ
迫
リ
支
那
政
府
或
ハ
自
ラ
佛
國
ニ
向
フ
テ
宣
戰
ス
ル
ニ
モ
至
ル
ベ
キ
氣
込
ミ
ア
ル｣
と
し
て
お
り
、
論
説
で
も
、
東
洋
自
由
生
(
お
そ
ら
く
杉
田
定
一)
稿
｢
清
佛
ノ
關
係
ニ
付
キ
東
洋
ノ
情
態
ニ
感
ア
リ｣
(
一
八
八
四
・
二
・
二
七)
が
｢
東
洋
男
子
タ
ル
面
目
ヲ
顕
ハ
シ｣
た
｢
黒
旗
將
軍
劉
永
福｣
や
こ
れ
に
対
す
る
清
の
支
援
に
つ
い
て
好
意
的
に
ふ
れ
て
い
る
。
(
)
『
自
由
新
聞』
(
一
八
八
四
・
三
・
一
六)
の
雑
報
・
ル
ー
ト
ル
。
(
)
一
八
八
四
年
三
月
一
六
日
雑
報
、
同
年
三
月
二
〇
日
外
報
な
ど
。
特
に
後
者
は
、
バ
ク
ニ
ン
駐
留
の
清
軍
が
戦
闘
前
に
引
揚
げ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
(
実
際
に
は
誤
報)
、｢
支
那
ハ
眞
に
我
鎖
國
を
侵
略
せ
ら
る
ゝ
に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
决
し
て
公
然
佛
軍
と
戈
を
交
へ
ざ
る
こ
と
を
示
す
も
の
な
り｣
と
の
論
評
も
掲
載
し
て
い
る
。
(
)
｢
清
佛
交
渉
事
件｣
(
一
八
八
四
・
三
・
二
七)
。
(
)
同
日
の
外
報
｢
要
件
電
報
蒐
集｣
(
一
八
八
四
・
三
・
二
七)
に
も
、｢
支
那
兵
ハ
未
だ
十
分
佛
軍
と
戰
ハ
ず
し
て
退
去
し
た
る
に
付
き
佛
軍
の
死
傷
極
め
て
些
少
な
り｣
と
あ
る
。
(
)
以
下
、｢
清
佛
交
渉
事
件｣
(
一
八
八
四
・
三
・
二
八)
。
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()
こ
う
し
た
主
張
は
、｢
豚
盗
人
の
話｣
(『
自
由
新
聞』
一
八
八
四
・
三
・
二
二
の
｢
自
由
放
言｣)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
一
八
七
六
年
二
月
日
朝
修
好
条
規
、
一
八
八
二
年
五
月
米
朝
通
商
条
約
と
同
年
一
〇
月
の
中
朝
水
陸
商
民
貿
易
章
呈
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
実
際
に
は
朝
鮮
を
対
等
(
な
独
立
国)
と
認
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
(
)
朝
鮮
問
題
(
朝
鮮
の
独
立
維
持)
に
つ
い
て
清
に
譲
る
可
か
ら
ず
と
い
う
の
は
『
自
由
新
聞』
自
身
の
主
張
だ
が
、
同
時
期
の
政
論
新
聞
に
、｢
威
權｣
に
対
し
て
｢
威
權｣
で
対
応
す
る
と
い
う
後
述
の
よ
う
な
主
張
は
み
ら
れ
な
い
。
(
)
清
が
朝
鮮
か
ら
享
受
し
て
い
る
商
権
を
日
本
に
も
認
め
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
主
張
は
｢
外
交
政
策
ハ
最
モ
緩
漫
ヲ
忌
ム｣
(
一
八
八
四
・
五
・
七
、
九)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
『
朝
野
新
聞』
の
｢
東
洋
ノ
気
運｣
(
一
八
八
四
・
四
・
一
三)
は
こ
れ
に
近
い
主
張
で
あ
り
、
四
月
一
八
日
の
社
説
は
こ
れ
を
う
け
て
書
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
の
社
説
も
清
の
朝
鮮
に
対
す
る
い
か
な
る
行
動
も
許
容
す
る
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
同
時
期
、
ア
ジ
ア
と
の
経
済
的
な
交
流
提
携
を
主
に
主
張
し
た
ア
ジ
ア
主
義
的
な
団
体
、
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
(
一
八
八
〇
年
二
月
に
興
亜
会
が
結
成
さ
れ
一
八
八
三
年
一
月
に
亜
細
亜
協
会
と
改
称
、
会
員
は
官
民
に
わ
た
り
末
広
鉄
腸
・
草
間
時
福
・
高
橋
甚
一
ら
民
権
家
・
自
由
党
関
係
者
も
含
む)
の
主
張
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
に
つ
い
て
は
、
黒
木
彬
文
｢
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
の
活
動
と
思
想｣
(
黒
木
彬
文
・
鱒
沢
彰
夫
編
『
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告』
第
二
巻
・
一
九
九
三
年
・
不
二
出
版)
、
同
｢
興
亜
会
の
ア
ジ
ア
主
義｣
(『
法
政
研
究』
一
七
一
巻
四
号
・
二
〇
〇
五
年
三
月)
な
ど
を
参
照
。
(
)
例
え
ば
、｢
支
那
國
ト
我
邦
ト
ノ
關
係
ハ
恰
カ
モ
本
稿
□
(
ノ
―
か)
始
メ
ニ
説
ケ
ル
朝
鮮
ト
我
邦
ト
ノ
關
係
ニ
齊
シ
ク
固
ヨ
リ
互
ヒ
ニ
特
別
ノ
親
交
ヲ
訂
ス
ベ
キ
ノ
國
柄
ナ
リ｣
(
一
八
八
四
・
四
・
一
三)
、｢
吾
儕
ハ
只
其
ノ
徒
ラ
ニ
日
清
間
ノ
親
睦
ナ
ル
情
感
ヲ
傷
ツ
ケ
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
ヽ
ノ
ミ｣
(
一
八
八
四
・
四
・
一
八)
な
ど
、
日
朝
関
係
と
同
様
に
日
清
間
の
親
睦
の
必
要
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。
(
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、｢
我
邦
ハ
朝
鮮
ニ
向
カ
ツ
テ
特
別
ノ
親
交
同
盟
ヲ
爲
シ
鶏
林
政
治
ト
人
民
ト
ヲ
シ
テ
我
ガ
至
親
ノ
朋
友
タ
ラ
シ
メ
之
レ
ヲ
シ
テ
魯
國
若
ク
ハ
支
那
國
ノ
爲
メ
ニ
左
右
セ
ラ
ル
ヽ

無
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
策
ノ
最
モ
其
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル｣
(｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
政
略
ヲ
論
ズ｣
一
八
八
四
・
四
・
一
三)
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
て
い
る
。
(
	)
壬
午
事
変
期
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
と
は
、
列
強
や
清
の
脅
威
に
対
し
て
朝
鮮
の
独
立
を
維
持
し
て
大
国
に
対
す
る
日
本
の
藩
屏
に
仕
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一
立
て
上
げ
る
と
い
う
議
論
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
の
清
国
脅
威
論
と
は
、
朝
鮮
藩
屏
化
と
い
う
日
本
側
の
構
想
を
阻
害
せ
ん
と
す
る
清
を
警
戒
し
て
｢
条
理｣
に
基
づ
き
批
判
す
る
議
論
で
、
特
に
清
仏
対
立
期
に
は
、
清
国
が
対
立
収
拾
後
に
朝
鮮
問
題
へ
目
を
向
け
て
く
る
こ
と
を
警
戒
し
、
軍
備
拡
大
を
主
張
す
る
議
論
。
壬
午
事
変
期
の
朝
鮮
｢
独
立｣
論
に
つ
い
て
は
拙
稿
｢『
自
由
新
聞』
と
壬
午
事
変
激
化
期
自
由
党
の
『
語
り』｣
(
秩
父
事
件
研
究
顕
彰
協
議
会
『
秩
父
事
件
研
究
・
顕
彰』
一
六
号
(
二
〇
〇
九
年
三
月)
、
一
八
八
三
年
以
降
の
清
國
脅
威
論
に
つ
い
て
は
本
稿
(
１)
を
参
照
の
こ
と
。
(
)
｢
變
則
ノ
敵
討｣
(『
自
由
新
聞』
一
八
八
四
・
三
・
二
九
｢
自
由
放
言｣)
で
も
、
仏
に
対
す
る
劣
勢
で
｢
其
ノ
不
面
目
不
都
合
ノ
次
第
ニ
至
リ
タ
ル｣
清
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
｢
其
ノ
不
平
ヲ
漏
ラ
シ
其
鬱
憤
ヲ
ハ
ラ
シ
東
京
ノ
敵
ヲ
長
崎
デ
討
タ
ン
ト
謀
ル｣
か
も
し
れ
ず
｢
支
那
近
傍
ノ
國
タ
ル
者
ハ
相
戒
メ
相
畏
レ
テ
彼
ノ
變
則
敵
討
ヲ
避
ク
ル
ノ
計
ヲ
運
ラ
サ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
ル
所
ナ
リ｣
と
し
て
お
り
、
清
国
脅
威
論
と
類
似
の
対
清
認
識
を
示
し
て
い
た
。
(
)
雑
報
(
一
八
八
三
・
一
二
・
二
〇)
。
当
時
は
他
の
新
聞
で
も
同
様
に
と
ら
え
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
実
際
の
醇
親
王
が
む
し
ろ
和
平
交
渉
を
推
進
し
て
い
た
こ
と
は
大
坪
慶
之
｢
清
仏
戦
争
前
夜
に
お
け
る
清
朝
中
央
の
外
交
政
策
決
定
過
程｣
(『
東
洋
学
報』
九
〇
巻
三
号
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月)
を
参
照
の
こ
と
。
(
)
｢
清
國
軍
機
大
臣
ノ
替
任｣
(
一
八
八
四
・
四
・
一
七)
は
、
一
連
の
交
代
を
評
し
て
｢
兎
モ
角
モ
清
廷
ノ
大
改
革
ニ
シ
テ
或
ハ
其
ノ
漸
ク
竟
ニ
廟
略
ヲ
一
定
シ
タ
ル

ヲ
見
ハ
ス
者
ナ
リ
ト
爲
サ
ヾ
ル
可
ラ
ズ｣
、｢
清
廷
ハ
竟
ニ
其
ノ
立
脚
ノ
地
ヲ
定
メ
ザ
ル

ヲ
得
ズ
安
南
ノ
措
置
ハ
戰
ニ
决
ス
ル
外
ナ
カ
ル
ベ
シ｣
と
し
て
い
る
。
(
)
｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
政
略
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
・
四
・
二
〇)
。
(
)
｢
朝
鮮
ニ
對
ス
ル
政
略
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
・
四
・
一
六)
。
(
)
坂
野
潤
治
氏
が
｢
福
沢
の
脱
亜
論
へ
の
転
換
と
較
べ
た
場
合
、『
自
由
新
聞』
に
は
従
来
に
お
い
て
は
こ
の
文
明
非
文
明
の
対
立
軸
が
そ
の
ア
ジ
ア
論
に
は
あ
ま
り
で
て
こ
な
か
っ
た
の
が
、
こ
こ
に
き
て
突
然
出
て
き
た
感
じ
が
強
い
。｣
(
前
掲
｢『
東
洋
盟
主
論』
と
『
脱
亜
入
欧
論』｣
五
二
頁)
と
さ
れ
た
の
も
、
一
八
八
三
年
段
階
の
『
自
由
新
聞』
で
は
、
主
要
な
脅
威
が
清
国
に
留
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
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()
外
報
(
一
八
八
四
・
四
・
二
四
、
二
六
、
二
九)
や
ル
ー
ト
ル
(
一
八
八
四
・
四
・
二
五)
。
(
)
｢
清
佛
ノ
事
竟
ニ
如
何｣
(
一
八
八
四
・
四
・
二
九)
。
(
)
｢
清
佛
ノ
事
竟
ニ
如
何｣
(
一
八
八
四
・
五
・
一)
。｢
黔
驢｣
(
け
ん
ろ)
と
は
、
下
手
な
腕
前
、
ま
た
そ
れ
を
自
覚
せ
ず
に
恥
を
か
く
こ
と
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
、
清
国
を
日
本
と
並
ぶ
｢
亜
細
亜
ノ
堂
々
タ
ル
一
大
雄
國｣
と
し
、｢
昨
年
安
南
事
件
ノ
起
リ
タ
ル
ヨ
リ
以
來
清
廷
ガ
佛
人
ニ
向
フ
テ
能
ク
轍
ヲ
屈
セ
ズ
…
…
(
中
略)
戰
争
防
守
ノ
用
意
ヲ
ナ
シ
タ
ル
抔
ノ
事
ヲ
觀
テ
ハ
吾
人
モ
亦
タ
窃
ニ
之
ヲ
道
フ
テ
喜
ブ
ノ
情
ナ
キ

能
ハ
ザ
リ
シ｣
と
す
る
認
識
も
示
さ
れ
る
が
、
結
局
清
は
、｢
其
ノ
一
時
聲
勢
ヲ
張
リ
タ
ル
者
ハ
皆
ナ
虚
ニ
シ
テ
坐
ナ
ガ
ラ
東
京
ヲ
棄
テ
ヽ
復
タ
佛
軍
ト
抗
ス
ル

ヲ
得
ズ
猶
ホ
厖
然
タ
ル
一
大
黔
驢
タ
ル
ノ
實
ヲ
見
ハ
ス

ヲ
免
ル
ヽ

能
ハ
ズ｣
と
評
さ
れ
る
。
(
)
李
鴻
章
と
、
仏
艦
ヴ
ォ
ル
タ
の
艦
長
で
海
軍
中
佐
た
る
Ｆ
・
Ｅ
・
フ
ル
ニ
エ
の
間
に
締
結
さ
れ
た
こ
の
協
定
は
、
ベ
ト
ナ
ム
と
清
国
南
境
の
隣
接
地
帯
を
仏
が
保
護
す
る
(
一
条)
、
そ
の
上
で
清
国
は
隣
接
地
帯
か
ら
即
時
撤
兵
し
仏
・
ベ
ト
ナ
ム
二
国
間
の
現
行
及
び
将
来
の
条
約
を
尊
重
す
る
(
二
条)
、
仏
は
清
に
対
し
て
賠
償
金
を
要
求
せ
ず
、
こ
れ
に
対
し
て
清
国
は
ベ
ト
ナ
ム
と
の
隣
接
地
帯
に
お
い
て
、
将
来
の
商
業
・
関
税
条
約
の
も
と
可
能
な
限
り
仏
に
有
利
な
条
件
で
、
ベ
ト
ナ
ム
・
仏
・
清
間
の
自
由
な
商
品
売
買
を
認
め
る
(
三
条)
、
仏
は
ベ
ト
ナ
ム
と
の
条
約
を
締
結
す
る
場
合
、
ト
ン
キ
ン
に
関
し
以
前
締
結
さ
れ
た
条
約
を
廃
止
す
る
場
合
で
も
、
清
国
の
名
誉
を
損
な
う
表
現
を
決
し
て
用
い
な
い
(
四
条)
、
こ
の
協
定
調
印
後
、
両
国
で
任
命
さ
れ
た
全
権
委
員
は
三
ヵ
月
後
に
会
合
し
、
本
協
定
に
基
づ
き
最
終
的
な
条
約
を
起
草
す
べ
き
こ
と
(
五
条)
を
規
定
し
て
い
る
(
H
e
n
ri
C
o
rd
ie
r,
H
istoire
d
es
rela
tion
d
e
la
C
h
in
e
a
vec
les
p
u
issa
n
ces
occid
en
ta
les
1
8
6
0
19
0
0

 



K
ou
a
n
g-S
iu
,
P
aris,
1
9
0
2
,
p
p
.
4
3
5
43
6)
。
(
)
｢
清
佛
和
議
成
ル
ノ
報
果
シ
テ
信
耶｣
(
一
八
八
四
・
五
・
一
四)
。
(
)
ル
ー
ト
ル
(
一
八
八
四
・
五
・
一
五)
、
雑
報
(
一
八
八
四
・
五
・
一
六)
。
(
	)
以
上
、｢
清
佛
ノ
和｣
(
一
八
八
四
・
五
・
一
七)
。
(

)
以
上
、｢
清
佛
條
約｣
(
一
八
八
四
・
六
・
一)
。
(
)
｢
清
國
ニ
對
ス
ル
英
政
府
ノ
請
求｣
(
一
八
八
四
・
六
・
二
四
、
二
五)
は
、
列
強
が
最
恵
国
条
項
を
利
用
し
て
ア
ジ
ア
に
利
権
を
広
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
『
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由
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仏
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三
げ
て
い
く
こ
と
を
警
戒
し
て
お
り
、
清
か
ら
ア
ジ
ア
全
体
に
列
強
の
脅
威
が
広
が
っ
て
い
く
危
険
性
を
よ
り
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
(
)
｢
清
国
鐡
道
ヲ
布
設
セ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
四
・
七
・
二
、
三)
は
、
西
太
后
が
天
津
・
北
京
間
の
鉄
道
敷
設
計
画
を
許
可
し
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
、
清
が
｢
我
ガ
無
二
ノ
同
盟
國｣
た
る
場
合
は
、｢
白
皙
人
種
ノ
亜
洲
ニ
跋
扈｣
し
｢
其
通
商
シ
テ
到
ル
處
弱
ヲ
凌
ギ
小
ヲ
虐
シ
又
往
々
事
ニ
托
シ
テ
併
呑
食
ヲ
爲
ス｣
な
か
、｢
我
邦
ガ
東
洋
振
興
ノ
政
略
ヨ
リ
清
國
ガ
鐡
道
布
設
ノ
結
果
ヲ
考
察
ス
レ
バ
我
ガ
政
治
家
ヲ
シ
テ
大
イ
ニ
自
強
ノ
心
ヲ
生
ゼ
シ
ム
ル
モ
ノ｣
だ
と
し
て
い
る
。
他
方
こ
の
社
説
は
、
も
し
｢
支
那
ニ
シ
テ
我
ガ
無
二
ノ
同
盟
國
タ
ル

ヲ
得
ズ
或
ハ
反
ツ
テ
我
邦
ヲ
憎
悪
ス
ル

ア
ラ
バ
支
那
ノ
富
強
ト
爲
ル
ハ
啻
ニ
我
邦
ガ
喜
ブ
ベ
キ
所
ニ
非
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
大
ニ
之
レ
ニ
向
フ
テ
警
戒
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ｣
と
、
清
に
対
す
る
警
戒
心
も
示
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
清
を
｢
我
ガ
無
二
ノ
同
盟
國｣
と
す
る
議
論
を
念
頭
に
お
い
た
主
張
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
『
自
由
新
聞』
は
清
国
の
鉄
道
建
設
に
つ
い
て
、
雑
報
(
一
八
八
四
・
六
・
一
九)
・
ル
ー
ト
ル
(
一
八
八
四
・
七
・
一)
・
外
報
(
一
八
八
四
・
六
・
二
四
、
七
・
四)
な
ど
で
、
積
極
的
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。
な
お
北
京
・
天
津
間
の
鉄
道
計
画
は
、
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、
清
仏
戦
争
中
に
提
起
さ
れ
た
別
区
画
の
計
画
も
、
清
仏
戦
争
終
結
後
の
一
八
八
五
年
一
二
月
に
見
送
り
と
な
っ
て
い
る
(
千
葉
正
史
『
近
代
交
通
体
系
と
清
帝
国
の
変
貌』
日
本
経
済
評
論
社
・
二
〇
〇
六
年
の
一
五
〇
―
一
五
七
頁)
。
(
)
｢
清
國
再
ビ
國
辱
ヲ
招
ク｣
(
一
八
八
四
・
七
・
一
一)
。
ほ
か
に
｢
清
佛
再
度
ノ
危
勢｣
(
一
八
八
四
・
七
・
二
〇)
、｢
驚
ク
コ
ト
勿
レ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
〇)
な
ど
。
こ
こ
で
も
、
自
ら
を
知
ら
ぬ
傲
慢
な
清
は
戦
意
を
示
し
て
も
結
局
は
戦
わ
ず
に
仏
の
要
求
に
屈
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
う
し
た
清
の
姿
勢
が
ア
ジ
ア
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
(
)
当
時
、
ラ
ン
ソ
ン
事
件
の
原
因
を
仏
に
帰
す
る
主
張
と
し
て
は
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞』
の
｢
口
ニ
文
明
ヲ
唱
ヘ
テ
身
蠻
夷
ノ
行
ヲ
爲
ス
ト
ハ
其
レ
佛
人
ノ
謂
ヒ
乎｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
七)
、『
時
事
新
報』
の
｢
遂
ニ
破
裂
シ
タ
リ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
一)
、『
明
治
日
報』
の
｢
清
佛
事
件
ヲ
論
ズ
二｣
(
一
八
八
四
・
八
・
六)
、『
朝
野
新
聞』
｢
支
那
葛
藤
ノ
變
状｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
九)
な
ど
。
(
)
例
え
ば
『
朝
野
新
聞』
｢
支
那
葛
藤
ノ
變
状｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
九)
・｢
局
外
中
立｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
七)
、『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞』
の
｢
佛
國
公
使
館
員
北
京
ヲ
引
拂
ヘ
リ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
四)
な
ど
。
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()
こ
の
時
期
に
｢
同
文
同
種｣
論
に
近
い
主
張
し
て
い
た
の
は
『
明
治
日
報』
の
｢
斷
然
開
戰
セ
リ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
四)
・
｢
清
兵
破
レ
タ
リ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
六)
・｢
清
佛
戰
フ
我
ガ
国
如
何｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
八)
な
ど
で
、
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
(
注
)
も
そ
う
で
あ
る
。
(
)
｢
局
外
中
立
論｣
(
一
八
八
四
・
八
・
三
一)
。
こ
の
年
五
月
に
自
由
党
が
一
般
大
衆
向
け
に
発
刊
し
た
『
自
由
燈』
に
も
、
同
種
の
論
調
が
み
ら
れ
る
(
無
位
眞
人
｢
支
那
政
府
ハ
到
底
我
が
日
本
を
味
方
に
取
る
べ
き
者
に
あ
ら
ず｣
一
八
八
四
・
九
・
一
七)
。
(
)
こ
の
時
期
の
中
立
論
に
は
、｢
中
立
余
論｣
(
一
八
八
四
・
九
・
六
、
七
、
九)
、｢
中
立
ノ
実
行
ヲ
要
ス
ル
ハ
何
ノ
時
ナ
ル
カ｣
(
一
八
八
四
・
九
・
二
〇)
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
兵
備
中
立
策
は
、
仏
支
持
を
否
定
す
る
と
と
も
に
日
清
の
同
盟
・
提
携
策
を
放
棄
し
た
後
の
中
立
策
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
(
)
こ
の
種
の
見
方
は
、｢
衰
運
可
嘆｣
(
一
八
八
四
・
九
・
二
三
、
二
七)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
欧
米
諸
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
民
力
結
合
と
い
う
主
張
は
自
由
党
の
基
本
的
な
立
場
の
一
つ
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
八
八
四
年
五
月
の
群
馬
事
件
以
降
の
急
進
派
の
動
向
を
牽
制
す
る
意
味
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
社
説
｢
慨
世
余
談｣
は
、
自
由
党
が
結
局
｢
敗
ヲ
取
リ
シ
所
以
ノ
者｣
は
｢
天
下
ノ
志
士
相
倶
ニ
合
同
一
致
シ
テ
以
テ
其
事
ヲ
謀
ル
ベ
キ
寛
公
ノ
量
ニ
乏
シ
キ
ニ
在
リ
タ
ル
者｣
(
一
八
八
四
・
七
・
八)
と
し
、
急
進
派
の
動
向
に
対
し
て
｢
合
同
一
致｣
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
強
兵
確
保
や
条
約
改
正
、
あ
る
い
は
官
民
一
致
の
た
め
に
も
立
憲
政
体
・
自
由
権
利
の
実
現
を
は
か
る
べ
き
と
す
る
小
国
主
義
的
な
社
説
は
、
一
八
八
四
年
段
階
で
も
持
続
し
て
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
植
木
枝
盛
演
説
｢
日
本
ト
日
耳
曼
ト
ノ
対
照｣
(
一
八
八
四
・
四
・
九
、
一
〇)
、｢
兵
ノ
本
意
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
・
五
・
一
一)
、｢
條
約
改
正
豈
必
シ
難
カ
ラ
ン
ヤ｣
(
一
八
八
四
・
七
・
三
一
、
八
・
一
―
三
、
六
、
七)
、｢
内
外
ノ
緩
急｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
三
―
一
五)
な
ど
。
(
)
こ
の
時
期
に
は
一
八
八
三
年
末
以
降
広
東
で
起
こ
っ
て
い
た
排
外
運
動
が
激
化
し
て
お
り
、『
自
由
新
聞』
も
清
国
内
の
匪
賊
や
広
東
の
排
外
運
動
に
つ
い
て
、
雑
報
(
一
八
八
四
・
三
・
二
九
、
八
・
二
三)
、
外
報
(
一
八
八
四
・
四
・
一
二
、
一
八
、
七
・
二
六)
、
｢
清
佛
警
報｣
(
九
・
一
〇
、
一
一
、
一
六
、
一
八)
な
ど
で
伝
え
て
い
る
。
(
)
｢
清
廷
ノ
决
議｣
(
一
八
八
四
・
九
・
一
一)
。
こ
う
し
た
論
調
は
細
川
瀏
草
の
署
名
入
り
社
説
｢
東
洋
ノ
運
命
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
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七)
や
雑
報
(
一
八
八
四
・
八
・
六
、
二
二)
、『
自
由
燈』
の
社
説
(
寄
稿
・
田
舎
漢
｢
支
那
政
府
の
不
幸
は
支
那
人
民
の
幸
と
な
る
べ
し｣
一
八
八
四
・
八
・
二
八
、
二
九
、
九
・
二
、
鳥
々
道
人
｢
腐
儒
の
愚
論
は
取
る
に
足
ら
ず｣
一
八
八
四
・
九
・
一
〇
―
一
二)
に
も
み
ら
れ
た
。
な
お
九
月
中
旬
頃
ま
で
は
清
の
戦
意
の
高
さ
や
人
心
激
昂
を
示
す
記
事
(｢
清
佛
警
報｣
一
八
八
四
・
八
・
二
七
、
二
八
、
九
・
三
、
五
、
九
、
一
一
、
一
四)
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
清
へ
の
期
待
を
示
す
社
説
(｢
清
國
強
弱
ノ
勢
察
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
一
八
八
四
・
九
・
一
二
―
一
四
、
一
六
―
一
八
、
一
九)
も
散
見
さ
れ
た
が
、
九
月
一
六
日
か
ら
｢
清
佛
警
報｣
内
に
掲
載
さ
れ
始
め
た
小
室
信
介
の
｢
清
國
通
信｣
以
降
、『
自
由
新
聞』
全
体
の
対
清
認
識
が
、
清
に
対
す
る
侮
蔑
意
識
へ
と
決
定
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
室
信
介
は
宮
津
藩
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
立
憲
政
党
員
で
、
八
月
二
七
日
に
は
『
自
由
新
聞』
の
｢
清
佛
戰
時
の
通
報
方｣
と
し
て
上
海
に
出
発
し
て
い
る
(｢
雑
報｣
一
八
八
四
・
八
・
二
八)
。
(
)
こ
れ
は
当
時
の
政
論
新
聞
に
あ
る
程
度
共
通
し
た
見
方
で
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
朝
野
新
聞』
｢
東
洋
前
途
ノ
氣
運
如
何｣
(
一
八
八
四
・
五
・
一
八)
・｢
東
洋
ノ
氣
運｣
(
一
八
八
四
・
七
・
二
〇
、
二
二
、
二
三)
、『
時
事
新
報』
の
｢
仏
蘭
西
ト
支
那
ト
戰
争
ノ
譯
柄｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
六)
な
ど
(
山
田
昭
次
｢『
脱
亜』
か
、
ア
ジ
ア
連
帯
か｣
、
家
永
三
郎
ほ
か
編
『
近
代
日
本
の
争
点
上』
一
九
七
二
年
・
毎
日
新
聞
社
も
参
照
の
こ
と)
。『
時
事
新
報』
は
こ
の
後
、｢
機
會
空
シ
ウ
ス
可
ラ
ズ｣
(
一
八
八
四
・
八
・
三
〇)
頃
か
ら
脱
亜
的
な
主
張
を
み
せ
て
い
く
。
(
)
例
え
ば
、
社
説
｢
砲
煙
彈
雨｣
(
一
八
八
四
・
八
・
二
六
、
二
七)
、｢
佛
師
台
灣
ヲ
占
領
セ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
四)
、
｢
佛
國
政
略
如
何｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
一
七)
、｢
清
國
ノ
運
命
ヲ
論
ズ｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
三
一
、
一
一
・
二)
、｢
仏
相
ノ
恐
嚇
政
略
能
ク
其
目
的
ヲ
達
ス
ベ
キ
カ｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
七)
の
ほ
か
、｢
清
佛
警
報｣
(
一
八
八
四
・
九
・
一
一
、
一
八
、
二
〇
、
二
三
、
二
五
、
二
六
、
一
〇
・
三
、
四
、
七
、
一
一
・
二
二
、
一
二
・
四
、
五
、
一
一)
。
(
)
な
お
、
こ
こ
で
は
｢
我
邦
ヲ
シ
テ
此
戰
争
(
清
仏
戦
争
―
引
用
者)
ニ
關
ス
ル
佛
國
ノ
地
位
ニ
立
タ
シ
メ
ン
歟
數
日
ヲ
出
ズ
十
万
ノ
兵
ヲ
出
ス
ハ
决
シ
テ
至
難
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
キ｣
と
も
さ
れ
て
お
り
、
仏
が
北
京
侵
攻
す
る
前
に
日
本
が
そ
れ
に
着
手
す
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
時
期
の
『
自
由
燈』
で
も
、
日
本
が
仏
軍
と
並
ん
で
北
京
を
陥
れ
、｢
支
那
朝
鮮
日
本
連
合
の
一
大
立
憲
帝
國
を
ア
ジ
ア
州
に
創
設｣
す
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
田
舎
漢
｢
西
郷
翁
の
七
周
忌｣
一
八
八
四
・
九
・
二
五)
。
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()
仏
が
台
湾
を
占
領
す
れ
ば
、
殖
民
政
略
を
と
る
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
の
隣
境
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
認
識
は
、『
東
京
日
日
新
聞』
の
社
説
｢
佛
國
ハ
我
ガ
隣
境
ナ
ラ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
八)
・｢
我
ヨ
リ
琉
球
案
件
ヲ
提
出
ス
ル
ノ
理
ナ
シ｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
一
四)
に
も
み
ら
れ
、
後
者
は
、
仏
の
台
湾
攻
勢
も
あ
り
琉
球
二
島
を
清
に
譲
れ
ば
そ
れ
が
誰
に
わ
た
る
か
わ
か
ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し
て
い
た
。
台
湾
に
近
い
沖
縄
へ
の
懸
念
は
『
時
事
新
報』
｢
沖
縄
縣
ハ
指
呼
ノ
間
ニ
在
リ｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
六)
に
も
み
え
、
こ
の
時
期
の
政
論
新
聞
は
総
じ
て
、
仏
の
台
湾
・
福
州
へ
の
攻
勢
が
ア
ジ
ア
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
憂
慮
し
て
い
る
。
(
)
雑
報
(
一
八
八
四
・
一
一
・
一
三)
。
な
お
栗
原
亮
一
は
一
八
八
四
年
八
月
、
末
広
鉄
腸
・
馬
場
辰
猪
・
中
江
兆
民
・
杉
田
定
一
・
宇
都
宮
平
一
・
植
木
枝
盛
・
小
林
樟
雄
・
新
井
毫
・
日
下
部
正
一
・
平
岡
浩
太
郎
・
樽
井
藤
吉
ら
と
と
も
に
、
上
海
の
東
洋
学
館
設
立
に
関
わ
っ
て
い
る
。
東
洋
学
館
は
、
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
略
に
対
抗
す
る
た
め
日
清
協
調
の
立
場
に
立
ち
、
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
(
東
洋
学
館
に
つ
い
て
は
、
田
中
正
俊
｢
清
佛
戦
争
と
日
本
人
の
中
国
観｣
『
思
想』
五
一
二
号
・
一
九
六
七
年
二
月
、
前
掲
の
黒
木
彬
文
｢
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
の
活
動
と
思
想｣
や
、
大
阪
事
件
研
究
会
編
『
大
阪
事
件
の
研
究』
一
九
八
二
年
・
柏
書
房
所
収
の
松
尾
貞
子
｢
小
林
樟
雄
小
論｣
を
参
照)
。
(
)
同
様
の
主
張
は
、
す
で
に
｢
官
民
ノ
調
和｣
(
一
八
八
三
・
九
・
九)
に
み
ら
れ
る
。
(
)
｢
内
外
ノ
緩
急｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
三
―
一
五)
。
こ
れ
は
｢
國
家
心
腹
ノ
病｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
七)
、｢
時
弊
論｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
二
五
、
二
六)
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。｢
人
民
ノ
困
憊
衰
弊｣
に
つ
い
て
は
｢
皇
家
ノ
賊
國
民
ノ
蠧｣
(
一
八
八
四
・
八
・
一
七
、
二
〇)
、
内
治
優
先
の
主
張
は
｢
我
邦
ヲ
忘
ル
ヽ
コ
ト
勿
レ｣
(
一
八
八
四
・
九
・
二
一)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
｢
茨
城
県
民
ノ
暴
挙
ヲ
聴
テ
感
ア
リ｣
(
一
八
八
四
・
九
・
二
八)
。
加
波
山
事
件
批
判
に
つ
い
て
は
｢
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
二
四)
も
あ
る
。
(
)
｢
聞
琉
球
談
判
再
起
有
感｣
(
一
八
八
四
・
一
〇
・
一
〇)
。
日
本
の
先
進
性
と
そ
れ
に
導
か
れ
る
｢
頑
愚｣
な
朝
鮮
と
い
う
見
方
は
｢
償
金
ノ
返
附｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
八)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
以
下
｢
朝
鮮
改
革
運
動｣
に
つ
い
て
は
、
松
尾
貞
子
｢
小
林
樟
雄
小
論｣
二
五
六
―
二
六
〇
頁
、『
自
由
党
史』
下
巻
(
一
九
五
八
年
・
岩
波
文
庫)
一
二
四
―
一
二
九
頁
、
彭
澤
周
｢
朝
鮮
問
題
を
め
ぐ
る
自
由
党
と
フ
ラ
ン
ス
主
と
し
て
山
辺
氏
説
に
対
す
る
批
判｣
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(『
歴
史
学
研
究』
二
六
五
号
・
一
九
六
二
年
六
月)
を
参
照
。
な
お
、
彭
論
文
が
明
ら
か
に
し
た
板
垣
・
後
藤
と
サ
ン
ク
ィ
ッ
チ
仏
公
使
の
会
談
記
録
に
よ
れ
ば
、
板
垣
・
後
藤
は
援
助
を
求
め
る
に
際
し
て
仏
側
に
朝
鮮
の
管
理
権
を
渡
す
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
『
自
由
新
聞』
が
主
張
し
て
き
朝
鮮
政
略
と
大
き
く
異
な
る
が
、
そ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
(
)
同
趣
旨
の
社
説
は
こ
の
時
期
に
も
み
ら
れ
る
(｢
清
國
ノ
運
命
ヲ
論
ズ｣
一
八
八
四
・
一
〇
・
三
一
、
一
一
・
二)
。
(
)
｢
文
明
開
化｣
に
お
け
る
｢
東
洋
ノ
先
進｣
日
本
が
、｢
後
進｣
｢
頑
愚｣
な
朝
鮮
の
｢
大
改
革｣
を
誘
導
す
る
と
い
う
見
方
は
｢
償
金
ノ
返
附｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
八)
に
も
み
ら
れ
る
。
(
)
自
由
党
員
・
杉
田
定
一
が
甲
申
政
変
後
に
執
筆
し
た
｢
遊
清
余
感｣
(
芝
原
拓
自
『
対
外
観』
一
九
八
八
年
・
岩
波
書
店)
は
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
｢
吾
輩
同
胞
、
此
必
争
ノ
地
ニ
在
リ
…
…
坐
シ
テ
肉
タ
ル
ヨ
リ
、
進
ン
デ
共
ニ
膳
上
ノ
客
タ
ル
ニ
如
カ
ズ
。
是
レ
実
ニ
、
優
勝
劣
敗
ノ
活
世
界
ニ
処
ス
ル
ノ
法
乎
。｣
と
し
て
お
り
、
二
者
択
一
的
世
界
観
が
み
え
る
。
(
)
｢
佛
相
ノ
恐
嚇
政
略
能
ク
其
目
的
ヲ
達
ス
ベ
キ
カ｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
七)
、｢
進
ン
デ
外
事
ニ
着
手
ス
ベ
シ｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
六)
な
ど
。
た
だ
し
解
党
後
は
、｢
解
黨
大
意｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二)
、｢
辨
妄｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
一
四
―
一
六
、
一
八)
や
｢
寧
靖
策｣
(
一
八
八
四
・
一
一
・
二
二
、
二
三
、
二
五)
等
の
国
内
政
策
論
と
と
も
に
、
対
外
論
で
も
国
内
の
｢
人
和｣
を
は
か
る
こ
と
に
比
重
を
お
き
、
政
府
の
責
任
を
問
う
論
調
に
な
る
。
(
)
附
録
｢
朝
鮮
の
變
報｣
(
一
八
八
二
・
一
二
・
一
四)
、
号
外
｢
朝
鮮
京
城
大
亂
の
詳
報｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
一
五)
以
降
、
朝
鮮
問
題
の
社
説
が
続
い
た
。
一
二
月
一
六
日
以
降
は
｢
朝
鮮
警
報｣
欄
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
『
自
由
新
聞』
原
本
の
残
っ
て
い
る
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
(
)
｢
朝
鮮
事
變｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
二
〇
、
二
一)
、｢
大
使
ガ
清
國
ニ
對
ス
ル
談
判
ハ
如
何｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
〇)
な
ど
。
(
)
｢
朝
鮮
内
乱
及
日
清
両
國
兵
ノ
紛
争｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
一
六
、
一
七)
、｢
朝
鮮
處
分｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
一
八
、
一
九)
、
｢
特
派
全
権
大
使
朝
鮮
ニ
向
フ｣
(
一
八
八
四
・
一
二
、
二
三)
、｢
清
人
ヲ
シ
テ
我
國
權
ヲ
辱
メ
シ
ム
ル
勿
レ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
七)
、
｢
我
邦
ヲ
以
テ
韓
信
股
下
ノ
辱
ヲ
忍
ブ
ニ
比
ス
ベ
カ
ラ
ズ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
六)
な
ど
。
(
)
｢
清
廷
ノ
頑
陋
ヲ
挫
折
ス
ル
ハ
亜
洲
振
興
ノ
手
段
ナ
リ｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
二
四
―
二
六)
、｢
日
清
葛
藤
ハ
進
歩
守
舊
ノ
闘
争
ナ
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四
八
リ｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
二
八)
。
(
)
｢
日
本
兵
ノ
武
力
ヲ
宇
内
ニ
示
ス
ベ
シ｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
二
七)
。
(
)
｢
清
廷
ノ
頑
陋
ヲ
挫
折
ス
ル
ハ
亜
洲
振
興
ノ
手
段
ナ
リ｣
(
一
八
八
四
・
一
二
・
二
四)
、｢
富
者
財
ヲ
擲
ツ
ベ
シ
壮
者
身
ヲ
棄
ツ
ベ
シ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
六)
、｢
輿
論
察
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
八)
、｢
義
勇
兵
ノ
志
願
ヲ
許
可
ス
ベ
シ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
〇)
、｢
民
心
ヲ
安
ン
ズ
ベ
シ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
一)
、｢
英
人
ノ
妄
評｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
七)
な
ど
。
(
)
そ
の
ほ
か
甲
申
政
変
論
と
し
て
は
、｢
佛
國
大
擧
シ
テ
攻
撃
ヲ
支
那
ニ
試
ミ
ン
ト
ス｣
(
一
八
八
五
・
一
・
八)
、｢
歸
ル
ゾ
留
メ
ル
ナ
ノ
手
段
ハ
國
際
ノ
交
渉
ニ
施
ス
ベ
キ
カ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
九)
、｢
大
使
ハ
益
々
地
歩
ヲ
固
ム
ベ
シ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
一)
、｢
日
清
ノ
和
議
望
ム

ヲ
得
ベ
キ
カ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
四)
、｢
曲
直
ハ
力
ニ
依
テ
决
ス
ベ
シ｣
(
一
八
八
五
・
一
・
一
七)
、｢
横
濱
英
字
新
聞
ノ
僻
説｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
二)
、｢
一
刀
両
斷
ノ
談
判
ヲ
要
ス｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
三
未
完)
、｢
日
本
『
メ
ー
ル』
新
聞
ノ
恠
論
ヲ
駁
ス｣
(
一
八
八
五
・
一
・
二
八)
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
対
清
強
硬
論
で
あ
る
。
(
)
坂
野
潤
治
氏
が
｢
日
清
協
調
論｣
を
、｢
ア
ジ
ア
連
帯｣
的
な
思
想
や
価
値
観
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
｢
対
外
論｣
に
す
ぎ
な
い
と
位
置
づ
け
た
の
は
正
し
い
が
(
坂
野
前
掲
書
『
明
治
・
思
想
の
実
像』
八
〇
―
八
一
頁)
、
そ
れ
で
も
同
盟
論
が
、
場
当
た
り
的
な
対
外
論
、
強
硬
論
正
当
化
の
た
め
に
す
る
議
論
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
主
張
と
の
一
貫
性
や
連
続
性
を
も
ち
、
ま
た
絶
え
ず
参
照
さ
れ
る
議
論
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
例
え
ば
甲
申
政
変
時
の
日
清
武
力
対
決
論
は
そ
の
後
、
朝
鮮
に
み
ら
れ
る
清
の
｢
侵
略
主
義｣
と
将
来
の
清
の
｢
開
明
進
度｣
の
予
想
に
基
い
て
こ
れ
を
脅
威
と
み
な
す
こ
と
で
清
と
の
｢
合
従
連
衡｣
を
完
全
に
否
定
し
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
・
西
洋
に
こ
だ
わ
ら
ず
国
益
の
た
め
に
｢
合
従｣
し
英
仏
の
よ
う
に
清
の
一
部
を
｢
略
取｣
せ
ん
と
の
主
張
に
つ
な
が
っ
て
い
く
が
(｢
東
洋
政
略
正
解｣
一
八
八
五
・
一
・
二
九
、
三
〇)
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
『
自
由
新
聞』
が
同
盟
論
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
(
)
｢
開
化｣
は
、｢
壓
制｣
か
ら
の
｢
自
由｣
(
独
立)
の
た
め
に
戦
う
意
思
・
姿
勢
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、｢
國
辱｣
を
知
る
こ
と
を
含
む
。
例
え
ば
｢
壓
制
ノ
結
果
ト
シ
テ
埃
及
國
其
一
半
ヲ
失
フ｣
(
一
八
八
四
・
五
・
二
七)
は
、
当
時
エ
ジ
プ
ト
領
ス
ー
ダ
ン
を
席
巻
し
て
い
た
マ
フ
デ
ィ
ー
運
動
に
つ
い
て
、｢
其
壓
制
ヲ
免
レ
テ
自
由
ヲ
得
ル
ガ
爲
メ
ニ
ハ｣
鎮
圧
に
き
た
英
軍
の
ア
ー
ム
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
『
自
由
新
聞』
と
清
仏
戦
争
49
四
九
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
な
ど
に
対
し
て
｢
一
命
ヲ
棄
テ
ヽ
顧
ミ
ズ
野
蠻
ト
雖

其
精
神
ハ
開
化
ノ
民
ニ
恥
ジ
ザ
ル
ナ
リ｣
と
し
て
い
る
。
(
)
中
江
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The Jiyu-shinbun and the Sino-French War
―‘national humiliation’ and the views of China (2)
Chiyo Takashima
The Jiyu-Shinbun is one of the official organ of the Liberal Party in 19th cen-
tury Japan. For the conclusion of this paper, I’ve insisted that the Jiyu-
Shinbun always estimated China from the viewpoint of ‘national humiliation’,
and its foreign policy remained consistency and continuity until January
1885.
The contents are the following.
1. Introduction
2. Discussions on the menace of China
a. The menace of China and reinforcement of the military forces
b. The change of China view and the menace of the European powers
c. Changes of the arguments
(this paper as follows)
3. On the alliance of Asian countries
a. Chang of the views of China and the alliance of Asian countries
b. End of the alliance
c. Demand for National authority and the Japanese leadership in Asia
4. Conclusion
